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・夏の交通安全市民運
動（～２０日） 

・戦没者及び戦災死者
追悼式（市民会館ホール、
午前１０時～）  
・石垣市の観光と物産展 
（おかざき農遊館、～２０日） 

・小中学校終業式 ・桑谷山荘『風呂の日』 ・美術博物館臨時休館 
（～１８日） 

・第１７回文協芸能祭 
（せきれいホール、 
午前１０時～） 

・桑谷山荘『風呂の日』 

・リサイクルの日 
（リサイクルプラザ、 
午前９時～） 

S C H E D U L E
7月1日～7月31日 

○ 開催中の展覧会・イベント ○ 

日 月 火 水 木 金 土 SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2

あらいぐまのラスカル展（おかざき世界子ども美術博物館、～７月６日豸） 
シャガール展（美術博物館、～７月１３日豸） 
館蔵優品展（三河武士のやかた家康館、～９月１０日貉） 
ワンダー・ファイブ～キミがヒラく５つの扉～（おかざき世界子ども美術博物館、７月１２日貍～） 

・市制記念日  
・市制施行９２周年記念式 
（市民会館、午前１０時～）  
・はぐみんカード利用開始 

・女と男のフォーラム 
シネマ＆トーク（市民会
館ホール、午後１時～） 

・おかざき世界子ども
美術博物館臨時休館 
（～１１日） 

・桑谷山荘『風呂の日』 

市政だよりおかざきは再生紙に環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。 
岡崎市はISO14001の認証を取得し、環境保全活動を積極的に推進しています。 

岡崎市の人口 
2008年6月1日現在 

男 

女 

計 

世帯数 

190,153

185,831

375,984

145,976

人 

人 
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世帯 

人増 

人増 

人増 

世帯増 

207

160

367

290
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市北部にある村積山（標高２５６．９㍍）。
古くから三河富士とも花園山とも呼
ばれる姿が美しい山です。村積山に
は、山の南西側の奥山田池（奥山田
町）、西側の龍渓院（桑原町）、北
側の熊野神社（奥殿町）から登るこ
とができます。写真は熊野神社から
の登山道です。頂上には村積神社、
少し下ったところに展望台がありま
す。展望台からは、空気が澄んでい
ると岡崎・豊田市内を一望すること
ができます。 

岡崎の風景－村積山登山道 C O N T E N T S
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戦
災
の
焦
土
か
ら
、見
事
に
再
生
を
果
た
し
た
岡
崎
市
。

そ
の
功
績
は
、全
国
の
戦
災
都
市
の
中
で
最
も
早
く
、

戦
災
復
興
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

戦
災
復
興
事
業
完
成（
昭
和
33
年
）か
ら
50
年
。

年
々
減
少
す
る
戦
争
体
験
者
、

風
化
し
て
い
く
戦
争
の
惨
禍
|
。

当
時
の
思
い
や
感
情
は
、

そ
の
時
代
を
生
き
た
人
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
今
、語
り
部
と
と
も
に
、

そ
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
災
の
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と
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に
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そ
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記
憶
を
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ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡崎戦災復興から50年特集

昭
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年
7
月
20
日

昭
和
20
年
7
年
7
月
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日

岡
崎
に
空
襲
が
あ
っ
た
…
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襲
が
あ
っ
た
…

岡
崎
に
空
襲
が
あ
っ
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空襲後の市街地に呆然と立ちつくす当時の菅野市長
ぼうぜん

岡崎空襲による市街地の惨状
中央奥に見える建物は中央公会堂（現　郷土館）
（両町大丸屋付近）

7月20日の空襲により焼失した地域（囲み部分）
市立梅園病院、市営屠場、公益質屋、公設市場、
市立図書館、市営住宅、市立高等女学校、六供幼
稚園、連尺・男川・羽根・三島・根石の各国民学
校が全焼もしくは半焼した。市の施設以外でも、
額田地方事務所、商工会議所、県立岡崎病院、岡
崎銀行本店、岡崎区裁判所、岡崎刑務所など様々
な建物が罹災した。

とじょう

り　さい

し
ょ
う
い
だ
ん

し
ょ
う
い
だ
ん

り　
さ
い

　

昭
和
20
年
１
月
３
日
、
名
古
屋
市
街
地
へ

の
焼
夷
弾
投
下
を
皮
切
り
に
、
一
般
市
民
へ

の
爆
撃
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
６
月
20
日
に
は
、
軍
の
司
令
部
が
置

か
れ
て
い
た
豊
橋
市
が
空
襲
を
受
け
、
以
来
、

岐
阜
・
一
宮
な
ど
近
隣
都
市
へ
の
空
襲
が

次
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月
20

日
未
明
、
名
古
屋
の
軍
需
工
場
の
下
請
け
中

小
工
場
を
多
く
抱
え
て
い
た
岡
崎
市
も
、
つ

い
に
そ
の
標
的
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

連
日
の
よ
う
に
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
く
な
か
、
岡
崎
空
襲
は
始
ま
り
ま
し

た
。
午
前
０
時
40
分
か
ら
１
時
間
半
に
わ
た

り
、
硫
黄
島
方
面
か
ら
飛
来
し
た
１
２
０
機

余
り
の
Ｂ
29
爆
撃
機
な
ど
に
よ
っ
て
、
焼
夷

弾
を
中
心
に
１
万
２
０
５
６
発
が
投
下
さ
れ

ま
し
た
。
投
下
さ
れ
た
焼
夷
弾
は
約
８
５
０

㌧
。
日
本
家
屋
を
効
果
的
に
焼
き
払
う
た
め

に
開
発
さ
れ
た
焼
夷
弾
は
、
明
大
寺
町
・
中

町
・
康
生
町
な
ど
の
建
物
を
次
々
に
炎
上
さ

せ
、
近
世
以
来
の
城
下
町
岡
崎
の
中
心
部
は
、

わ
ず
か
数
時
間
で
壊
滅
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

火
災
が
治
ま
っ
た
の
は
午
前
10
時
。
正
午

ご
ろ
に
は
、
艦
載
機
の
襲
来
に
よ
り
、
焼
け

跡
に
た
た
ず
む
市
民
が
機
銃
掃
射
の
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
空
襲
に
よ
る
被
害
は
、
死

者
・
行
方
不
明
合
わ
せ
て
２
０
０
人
以
上
、

全
半
焼
７
５
０
０
戸
以
上
（
当
時
の
戸
数
の

３
分
の
１
以
上
）
に
及
び
、
多
く
の
市
民
が

犠
牲
と
な
り
、
罹
災
し
た
の
で
す
。

　

空
襲
に
よ
っ
て
家
を
失
っ
た
市
民
は
、
衣

食
住
全
般
に
わ
た
っ
て
厳
し
く
苦
し
い
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民

は
戦
災
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

（
岡
崎
市
史
参
照
）
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爆撃指示として示された
岡崎周辺の航空写真

炎上する岡崎
～名鉄男川駅上空から～

「岡崎空襲に関する
　カーチス・Ｅ・ルメー司令官の報告書」より
～狙われるべくして狙われた岡崎のまち～

岡崎は名古屋城の東南約18マイル（注：1マイル＝1.6㌔）で
矢作川に沿い、豊橋の西北約16マイル、知多湾北端の東約9
マイルに位置する。岡崎は、主として名古屋の大工場の下
請け仕事をしている、多数の小工場があるので重要であ
る。さらに、同市周辺地域には、多数の中規模工場と少数
の大工場もあり、これからは、すべて食糧、住居、交通を
岡崎に頼っている。同市の人口は84,073人で、人口密度は1
平方マイルあたり約3万人から5万人である。同市の範囲は
約2平方マイルにあたる。この目標の空襲が成功すれば、名
古屋地区における補助的小工業を破壊することになり、ま
た、日本の回復力を遅らせることになろう。

（小田博訳・小田孝平編）

標的となった中心地域。
○印は現在の籠田公園あたり

り　さい

　

当
時
私
は
、
岡
崎
市
立
高
等
女
学
校

２
年
の
14
歳
で
、
学
徒
動
員
と
し
て
日

清
美
合
工
場
の
寄
宿
舎
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
空
襲
の
夜
は
、
起
こ
さ
れ
て

慌
て
て
近
く
の
芋
畑
に
伏
せ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
２
人
の
女
学
生
が
犠
牲
と

な
り
、「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
全
員
で
歌

い
ま
し
た
。
解
散
し
て
家
路
に
向
か
い
、

や
っ
と
の
思
い
で
中
央
公
会
堂
（
現　

郷
土
館
）
に
た
ど
り
着
く
と
、
辺
り
一

面
焼
け
野
原
で
、
当
時
あ
っ
た
池
の
周

り
に
、
真
っ
黒
に
焦
げ
た
た
く
さ
ん
の

遺
体
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
光
景

は
今
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
郷
土
館
に
行
く

と
手
を
合
わ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

呉
服
屋
を
営
ん
で
い
た
両
町
の
我
が
家

は
跡
形
も
な
く
、
呆
然
と
し
て
泣
い
て

い
る
と
、
父
が
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
両
親
は
５
人
の
子
を
抱
え
、
寝
る

場
所
を
探
す
の
に
苦
心
し
、
母
は
乏
し

く
な
っ
た
食
べ
物
を
私
た
ち
に
譲
っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
親
の
あ
り
が
た
さ

や
温
か
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
す
。

佐谷ふみ子さん（77歳）

すべてを焼き尽くされた焦土に立って

岡崎戦災復興から50年
特集
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八幡町に200戸の中央マーケットができる
（現在の二七市通り・昭和21年ごろ）
・空襲後１週間で名鉄市内線（市電）復旧（20年）
・東岡崎駅前、モダン通り、松本町に青空市場ができる（20年）
・伝馬公設市場復興（23年）

・岡崎公園に桜の苗木1000本植える（26年）
・市政だより発刊（27年）　　・二七市始まる（30年）

復興途中の康生東通り（昭和25年ごろ）

復興前の伝馬通り（昭和22年ごろ）

復興完成後の同上（昭和32年ごろ）

　

旧
制
岡
崎
中
学
１
年
の
時
、
体
に
爆

薬
を
つ
け
て
自
爆
す
る
軍
事
訓
練
を
大

ま
じ
め
に
受
け
ま
し
た
。
当
時
は
怖
い

と
い
う
感
情
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

戦
時
中
と
は
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の

で
す
。
岡
崎
空
襲
を
体
験
し
た
の
は
14

歳
の
時
。
自
宅
近
く
の
六
供
の
高
台
か

ら
見
下
ろ
す
と
、
燃
え
る
町
の
炎
が
夜

空
を
焦
が
し
、Ｂ
29
の
銀
色
の
機
体
を

赤
々
と
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。
一
夜
明

け
、
学
徒
動
員
の
工
場
が
心
配
で
東
岡

崎
駅
に
向
か
う
と
、
道
路
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
は
足
跡
が
残
る
ほ
ど
溶
け
て
い
て
、

康
生
か
ら
一
帯
が
焼
け
野
原
と
な
っ
た

光
景
を
目
に
し
た
時
は
驚
き
で
し
た
。

終
戦
後
は
衣
食
住
す
べ
て
に
苦
し
い
時

代
で
し
た
が
、
多
く
の
地
元
文
化
人
の

活
躍
に
よ
り
、
演
劇
や
音
楽
鑑
賞
な
ど

を
い
ち
早
く
再
興
さ
せ
ま
し
た
。
形
は

焼
け
て
も
心
の
中
の
も
の
は
残
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
戦
争
か
ら
平

和
へ
の
変
化
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
や

り
た
い
こ
と
に
一
生
懸
命
夢
中
に
な
れ

た
、
心
豊
か
な
青
春
時
代
で
し
た
。

浅井克彦さん（77歳）

ご
う

焼
け
跡
に
響
く
復
興
の
槌
音

焼
け
跡
に
響
く
復
興
の
槌
音

つ
ち
お
と

つ
ち
お
と

激動の時代に翻弄されながら懸命に生きた
ほんろう
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戦災都市の中でも一早く復興を遂げた中心市街地（現在の康生交差点北・昭和33年ごろ）

・戦災復興土地区画整理に伴う町名改正
復興後の同上（昭和32年ごろ）

復興前の連尺町
（昭和23年ごろ）

戦災復興完成を記念して建てた「戦災復興之碑」
（昭和33年・籠田公園）平和のハトがシンボル

　市庁舎を戦災から守った岡崎市は、市議会と
一丸となり、被災地域の75㌫に当たる131㌶の戦
災復興事業を進めました。思い切った街路計画
や都市公園の造成などに全国に先駆けて取り組
み、復興モデル都市として建設大臣から表彰さ
れました。籠田公園も都市計画事業として造ら
れました。昭和24年には仮換地指定がほとんど
完了し、住宅建築も89㌫が復興するという迅速
なものでした。上下水道やガス管の移設なども
進められ、昭和33年に復興事業が完成。当時の
功績は、現在の区画整理事業にも脈々と受け継
がれています。

　

当
時
は
小
学
６
年
の
12
歳
。
い
つ
で

も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
学
生
服
で
寝
て
い

た
私
は
父
に
起
こ
さ
れ
、
防
空
壕
か
ら

防
空
壕
へ
と
逃
げ
惑
っ
た
一
夜
で
し
た
。

物
資
の
不
足
か
ら
昭
和
18
年
に
休
業
し

て
い
た
家
業
の
和
菓
子
屋
も
空
襲
で
焼

か
れ
、
焼
け
跡
に
は
焼
夷
弾
の
筒
が
落

ち
て
い
ま
し
た
。
殿
橋
の
近
く
に
あ
っ

た
軍
の
施
設
か
ら
は
カ
ラ
メ
ル
の
甘
い

に
お
い
が
し
ま
し
た
。
蓄
え
て
あ
っ
た

砂
糖
が
燃
え
て
い
た
の
で
す
。
終
戦
を

迎
え
る
頃
に
は
バ
ラ
ッ
ク
の
家
が
建
ち

始
め
、
幾
つ
か
の
青
空
市
場
が
で
き
、

八
幡
町
辺
り
に
は
闇
市
も
で
き
ま
し
た
。

進
駐
軍
の
横
流
し
品
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
ガ
ム
、
真
っ
白
な
パ
ン
に
は
感
激
し

ま
し
た
。
中
央
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
、

銀
行
も
再
建
さ
れ
、
町
は
目
覚
ま
し
い

復
興
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。
戦
後
は

ひ
ど
い
時
代
で
し
た
が
、
み
ん
な
生
き

る
た
め
に
必
死
で
し
た
。
時
代
と
と
も

に
姿
を
変
え
て
き
た
町
並
み
を
見
る
と
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中野敏雄さん（75歳）

ご
う

みな生きるため必死でたくましかった

岡崎戦災復興から50年
特集

7 市政だより　おかざき　2008年（平成20年）7月1日



   故
市
川
　
千
世
枝
　
　
（
大
樹
寺
２
丁
目
） 

平
岩
　
　
巌
　
　
７７
　

（
上
六
名
１
丁
目
） 

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
し

て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
と
民
生
の
安

定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

伊
藤
　
文
雄
　
　
８２
　

（
中
町
） 

多
年
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
な
ど
と
し

て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
と
民
生
の
安

定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

野
村
　
　
弘
　
　
７２
　

（
宮
地
町
） 

多
年
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
役
員
を
歴

任
し
、農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
 

松
嶋
　
和
夫
　
　
７６
　

（
伊
賀
町
） 

多
年
学
区
総
代
会
長
な
ど
と
し
て
地
域

社
会
の
発
展
と
公
共
の
福
祉
増
進
、
民

生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

    足
立
　
正
義
　
　
７８
　

（
宇
頭
町
）
 

鳥
山
　
　
滿
　
　
７５
　

（
柱
２
丁
目
） 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
市
民
の
人
権
相

談
、
啓
発
活
動
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
 

磯
谷
　
　
徹
　
　
７２
　

（
奥
殿
町
）
 

市
川
　
喜
洋
　
　
６７ 
　

（
八
幡
町
）
 

今
泉
　
直
仁
　
　
７０
　

（
井
田
町
）
 

大
澤
　
　
充
　
　
６０
　

（
城
南
町
）
 

大
島
　
忠
義
　
　
８３
　

（
六
供
町
）
 

小
田
　
貞
雄
　
　
７５
　

（
山
綱
町
）
 

畔
柳
　
光
男
　
　
７６ 
　

（
庄
司
田
３
丁
目
） 

小
松
　
賢
司
　
　
５８
　

（
城
南
町
）
 

鈴
木
　
　
孝
　
　
６３
　

（
城
南
町
）
 

土
上
　
武
孝
　
　
７７
　

（
上
地
３
丁
目
）
 

藤
井
　
利
二
　
　
７９
　

（
柱
曙
１
丁
目
）
 

本
田
　
武
彦
　
　
７６ 
　

（
柱
２
丁
目
）
 

松
尾
　
景
貞
　
　
７０
　

（
梅
園
町
）
 

宮
森
　
　
博
　
　
７７
　

（
明
大
寺
町
）
 

総
代
・
町
内
会
役
員
と
し
て
地
域
社
会

の
発
展
と
公
共
の
福
祉
増
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

    足
立
　
　
誠
　
　
６５
　

（
井
田
町
）
 

粟
田
　
正
明
　
　
６２
　

（
矢
作
町
）
 

岩
間
　
長
生
　
　
７０
　

（
福
岡
町
）
 

古
久
根
　
啓
夫
　
７７
　

（
洞
町
）
 

高
井
　
敏
夫
　
　
６１
　

（
伊
賀
町
）
 

体
育
協
会
役
員
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
役
員

な
ど
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
 

伊
東
　
　
宏
　
　
７９
　

（
稲
熊
町
）
 

伊
豫
田
　
照
和
　
８１
　

（
東
蔵
前
町
）
 

大
平
　
仁
夫
　
　
７８
　

（
舞
木
町
）
 

齋
　
　
嘉
彦
　
　
７９
　

（
大
西
１
丁
目
）
 

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
と
し
て

文
化
財
行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

   礒
谷
　
　
明
　
　
６７
　

（
能
見
町
）
 

上
野
　
房
男
　
　
５９
　

（
小
呂
町
）
 

岡
崎
石
製
品
協
同
組
合
連
合
会
 

　
　
　
　
　
　
　
（
会
長
　
磯
貝
　
和
汪
） 

　
地
場
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

太
田
　
幸
雄
　
　
７６
　

（
正
名
町
）
 

宮
本
　
敏
保
　
　
７６
　

（
下
青
野
町
）
 

土
地
改
良
区
の
役
員
な
ど
と
し
て
農
業

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

小
嶋
　
　
彰
　
　
７１
　

（
国
正
町
）
 

農
業
協
同
組
合
組
合
長
と
し
て
農
業
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

谷
澤
　
憲
良
　
　
６１
　

（
石
神
町
）
 

商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
商
工
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

お
か
ざ
き
観
光
ガ
イ
ド
の
会
　
 

　
　
　
　
　
　
　
（
会
長
　
長
坂
　
博
幸
） 

史
跡
な
ど
の
案
内
活
動
を
続
け
、
観
光

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

    天
野
　
　
巖
　
　
７６
　

（
上
里
３
丁
目
）
 

太
田
　
美
智
子
　
７３
　

（
洞
町
）
 

大
山
　
貴
美
子
　
６１
　

（
中
村
町
）
 

加
藤
　
康
隆
　
　
７４
　

（
上
六
名
３
丁
目
） 

近
藤
　
美
年
子
　
６０
　

（
若
松
町
）
 

柴
田
　
孝
行
　
　
７６
　

（
八
帖
北
町
）
 

西
脇
　
礼
成
　
　
７７
　

（
蓑
川
町
）
 

自
治
功
績
者 

市
功
労
者 

教
育
功
績
者 

産
業
功
績
者 

民
生
功
績
者 

市制施行92周年記念式で、顕彰・表彰を 
受けられる皆さんをご紹介します （敬称略、順不同） 

秘書課渉外班　 2 3 6 0 0 9

市制施行92周年記念式で、顕彰・表彰を 
受けられる皆さんをご紹介します （敬称略、順不同） 

秘書課渉外班　� 2 3�6 0 0 9

8市政だより　おかざき　2008年（平成20年）7月1日 



野
田
　
　
宏
　
　
７３
　

（
本
宿
町
）
 

牧
野
　
誠
次
　
　
７６
　

（
六
供
町
）
 

松
林
　
登
美
子
　
７４
　

（
稲
熊
町
）
 

三
井
　
　
　
　
　
７５
　

（
大
和
町
）
 

山
内
　
博
司
　
　
７７
　

（
六
名
３
丁
目
）
 

吉
村
　
祐
一
　
　
７１
　

（
伝
馬
通
） 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

太
田
　
　
勉
　
　
７６
　

（
若
松
町
）
 

河
合
　
富
美
子
　
７３
　

（
中
町
）
 

中
根
　
利
一
　
　
７６
　

（
真
伝
町
）
 

永
谷
　
良
榮
　
　
７６
　

（
樫
山
町
）
 

藤
嶋
　
歳
夫
　
　
６７
　

（
細
川
町
）
 

保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
 

    岩
瀬
　
　
稔
　
　
９０
　

（
柱
５
丁
目
）
 

鳥
居
　
利
行
　
　
７１
　

（
籠
田
町
）
 

食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
市
民
の
健
康

増
進
、
食
の
安
全
と
安
心
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
 

故
　
　
　
　
照
　
　
　
（
大
樹
寺
３
丁
目
） 

衛
生
委
員
と
し
て
地
域
の
保
健
衛
生
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

中
西
　
建
夫
　
　
５８
　

（
柱
町
）
 

医
師
会
役
員
な
ど
と
し
て
地
域
医
療
の

発
展
、
保
健
衛
生
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。 

  

   荻
野
　
煌
弌
　
　
６７
　

（
木
下
町
）
 

荻
野
　
保
吉
　
　
５７
　

（
千
万
町
町
）
 

加
藤
　
雅
敏
　
　
５７
　

（
竜
泉
寺
町
）
 

川
上
　
博
史
　
　
５９
　

（
竜
美
南
３
丁
目
） 

川
澄
　
敏
彦
　
　
４２
　

（
福
岡
町
）
 

河
邉
　
　
稔
　
　
５６
　

（
大
西
町
）
 

柴
田
　
和
之
　
　
５６
　

（
渡
通
津
町
）
 

清
水
　
和
生
　
　
６１
　

（
明
見
町
）
 

鈴
木
　
泰
孝
　
　
６１
　

（
夏
山
町
）
 

遠
矢
　
正
敏
　
　
５２
　

（
大
西
町
）
 

松
原
　
　
均
　
　
５９
　

（
市
場
町
）
 

村
松
　
郁
正
　
　
５０
　

（
在
家
町
）
 

　
田
　
雅
人
　
　
４８
　

（
福
岡
町
）
 

山
口
　
弘
鐡
　
　
６０
　

（
石
原
町
）
 

山
本
　
一
夫
　
　
５９
　

（
桜
形
町
）
 

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

    永
田
　
五
十
一
　
６５
　

（
日
名
南
町
）
 

岡
崎
市
岡
崎
消
防
団
 

　
　
　
　
　
　
　
（
団
長
　
柴
田
　
孝
治
） 

　
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

    安
　
　
鐡
明
　
　
８１
　

（
宮
地
町
）
 

大
河
内
　
克
彦
　
５５
　

（
福
岡
町
）
 

神
谷
　
ミ
サ
子
　
９１
　

（
伊
賀
町
）
 

倉
光
　
佐
知
　
　
４７
　

（
千
葉
県
市
川
市
） 

德
川
　
恒
孝
　
　
６８
　

（
東
京
都
渋
谷
区
） 

　
　
　
乙
吉
　
　
８３
　

（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

岡
崎
信
用
金
庫
（
理
事
長
　
香
村
　
隆
司
） 

岡
崎
竜
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
　
　
　
　
（
会
長
　
黒
部
　
勝
利
） 

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
 

　
　
（
代
表
取
締
役
社
長
　
渡
辺
　
捷
昭
） 

富
士
機
械
製
造
株
式
会
社
 

　
　
（
代
表
取
締
役
社
長
　
小
原
　
正
義
） 

　
本
市
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。 

    石
川
　
貴
美
栄
　
８１
　

（
伊
賀
新
町
）
 

多
年
に
わ
た
り
救
急
法
指
導
員
と
し
て

救
急
法
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

稲
葉
　
雅
彦
　
　
４９
　

（
鍛
埜
町
）
 

多
年
に
わ
た
り
形
埜
保
育
園
園
児
に
対

し
、
体
験
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
保

育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

鈴
木
　
　
勇
　
　
７３
　

（
大
門
３
丁
目
）
 

中
島
　
り
つ
子
　
８４
　

（
竜
美
旭
町
）
 

多
年
に
わ
た
り
公
園
の
清
掃
奉
仕
活
動

を
続
け
、
生
活
環
境
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

岡
崎
市
赤
十
字
奉
仕
団
 

　
　
　
　
　（
委
員
長
　
太
田
　
貴
代
子
） 

多
年
に
わ
た
り
救
護
活
動
訓
練
を
続
け
、

地
域
防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

保
健
衛
生
功
績
者 

消
防
功
績
者 

土
木
交
通
功
績
者 

篤
行
者 

多
額
寄
付
者 
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http://faq.city.okazaki.
aichi.jp/p/

読み取りにくい場合は
http://faq.city.okazaki.aichi.jp/m/
を直接入力してください。

ＱＲコード

パソコンで閲覧

携帯電話で閲覧

◀アクセスはここから。

　
「
問
合
せ
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）
を
用
い
て
迅

速
・
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問

い
合
わ
せ
対
応
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
（
一
度

の
手
続
き
で
完
了
）
化
を
目
指
し
た
「
問

合
せ
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
7
月
1
日
に
配

備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
主
に
、
二
つ
で
構
成

さ
れ
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、市
に
対

す
る
よ
く
あ
る
質
問
や
問
い
合
わ
せ
と
そ

の
回
答
集（
こ
の
回
答
集
の
こ
と
を「
Ｆ
Ａ

Ｑ
」と
い
い
ま
す
）の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
掲

載
す
る
こ
と
と
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、Ｆ
Ａ
Ｑ
を
職
員
や
受
付
・
代
表
電
話

交
換
手
で
も
検
索
・
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
電
話
に
対
し

て
、担
当
課
を
迅
速
・
的
確
に
紹
介
し
、ま

た
担
当
者
以
外
で
も
簡
単
な
問
い
合
わ
せ

に
回
答
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

２
千
項
目
に
及
ぶ
豊
富
な
内
容

　

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

市
民
の
声「
教
え
て
バ
ン
ク
」を
全
面
刷
新

し
て
、
公
開
Ｆ
Ａ
Ｑ
数
を
約
7
0
0
件
か

ら
約
2
千
件
と
3
倍
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、幅
広
い
市
の
業
務
全
体

を
網
羅
し
つ
つ
、
探
し
た
い
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
素

早
く
見
つ
け
出
す
検
索
機
能
を
向
上
さ
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
索
し
て
も
分
か
ら

な
い
内
容
は
、
投
稿
コ
ー
ナ
ー
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
24
時
間
対
応

　

こ
う
し
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
利
用
に
合
わ
せ
て
、
特
に
問
い
合
わ

せ
の
多
い
Ｆ
Ａ
Ｑ
に
は
、
携
帯
電
話
版
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
い
ず
れ
も
24

時
間
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
な
く
Ｆ
Ａ
Ｑ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
苦
手
と
か
、
や
は

り
電
話
を
か
け
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
と

い
う
か
た
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
総
務

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
18
年
度
末
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
年
代
別
利
用

率
は
20
代
が
94
・
4
㌫
の
一
方
、
60
代
後

半
で
は
48
㌫
、
70
代
で
32
・
3
㌫
と
い
う

結
果
が
で
て
い
ま
す
。
市
の
最
近
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、「
問
い
合
わ
せ
は
、電
話
で
」

と
い
う
か
た
が
全
体
の
52
㌫
を
占
め
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
の
20
㌫
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
現
在
、
電
話
で
の

問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
策

と
し
て
、
民
間
企
業
や
自
治
体
で
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
電
話
対
応
の
専
門
部
署
）

の
設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
市
は
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
使
用

し
て
い
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
検
索
シ
ス
テ
ム
、
す
な

わ
ち
「
問
合
せ
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
職
員

や
受
付
に
配
備
す
る
こ
と
で
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果

た
し
、
問
い
合
わ
せ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
課
広
聴
班

で
23
ひ
6
0
2
8

問
合
せ
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、電
話
対
応
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
目
指
し
ま
す
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37
332

473

東
名
高
速
道
路

音羽蒲郡ＩＣ

卍 天恩寺

鳥川小学校

至くらがり渓谷

至桜形

豊富小

至岡崎

至豊橋音羽

名電赤坂駅

本宿駅

本宿町沢渡

樫山町月秋

至
名
古
屋

額田支所
森の総合駅 延命水

N1

377

O k a z a k i  C i t y  N e w s

岡
崎
市
長

　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
、『
行
政
に
も
民
間
活
力
を
』

と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
私
も
就

任
当
初
か
ら
、
民
間
に
で
き
る
こ
と
は

民
間
に
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
で
も
市
の
施

設
の
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が『
指
定
管
理
者
制
度
』

で
す
。
現
在
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
南

公
園
、
農
遊
館
な
ど
1
2
6
施
設
を
、

指
定
管
理
者
と
し
て
民
間
事
業
者
に
管

理
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

来
年
4
月
か
ら
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
の
管
理
も
民
間
に
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
7
月
中
旬
か
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
広
場
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業

も
含
め
て
一
体
的
に
管
理
運
営
す
る
事

業
者
を
公
募
し
ま
す
。
民
間
の
柔
軟
性

を
生
か
し
、
月
曜
休
館
の
慣
行
を
廃
止

す
る
な
ど
、
今
後
も
多
方
面
に
お
い
て

民
間
な
ら
で
は
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に

よ
る
改
革
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
活
力
を
取
り
込

む
こ
と
は
、経
費
の
削
減
だ
け
で
な
く
、

今
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
、
多
種
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
市
民
の
安
全
や
財
産
に

直
結
す
る
業
務
は
、
コ
ス
ト
に
か
か
わ

ら
ず
、
行
政
が
最
後
ま
で
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と

事
業
仕
分
け
を
し
、
民
間
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
果
た
し
、
そ

の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

民
間
委
託

柴 

田 

紘 

一

　

環
境
省
は
、
今
年
７
月
に
環
境
問
題
を

主
要
テ
ー
マ
と
し
た
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
の
開
催
に
ち

な
み
、
水
環
境
保
全
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
、現
在
の
「
名
水
百
選
」
に
加
え
、

新
た
に
「
平
成
の
名
水
百
選
」
を
選
び
ま

し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
湧

水
群
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
鳥
川
は
、
天
然

の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
す
る
希
少
な
川

で
す
。
ま
た
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
は
、
本
市

指
定
の
水
と
み
ど
り
の
森
の
駅
育
成
地
区

で
も
あ
り
、
鳥
川
小
学
校
や
ホ
タ
ル
保
存

会
な
ど
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
積
極
的
に
水
環
境
の

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

鳥
川
地
区
は
、
市
の
中
心

部
か
ら
車
で
お
よ
そ
40
分
。

小
高
い
山
あ
い
に
は
、
山
に

し
み
込
ん
だ
水
が
あ
ち
こ
ち

で
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
今

回
選
ば
れ
た
湧
水
群
に
は

「
延
命
水
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
所
が
あ
り
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
か
た
が
水
を
く
み
に
訪
れ
ま
す
。

環
境
保
全
課
環
境
保
全
班

で
23
ひ
6
8
6
1

鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
湧
水
群
が

「
平
成
の
名
水
百
選
」に
選
ば
れ
ま
し
た

と
っ
か
わ

ゆ
う
す
い
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▼　まつりが終わって緊張も緩みます。

◀　
大
正
４
年
当
時
さ
な
が
ら
の
衣
装
で
、
歌
と
踊
り
に
合
わ
せ
て
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
植
え
て
い
き
ま
す
。

▶　
出
番
を
待
つ
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
が 青

空
の
広
が
っ
た
６
月
１
日
㈰
、
六
ツ
美
悠
紀
斎
田
保
存
会
の
皆
さ
ん
を
始
め
総
勢
約
４
０
０
人
が

集
ま
り
、
中
島
町
の
悠
紀
運
動
広
場
で
、
伝
統
行
事
の
お
田
植
え
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早

乙
女
姿
に
扮
す
る
の
は
、
六
ツ
美
地
区
の
４
学
区
と
商
工
会
の
女
性
部
に
、
六
ツ
美
南
部
小
学
校
６

年
生
の
児
童
た
ち
。
式
典
の
後
、
お
田
植
え
唄
を
歌
い
な
が
ら
斎
田
の
周
り
を
手
踊
り
し
て
練
り
歩

き
、
田
植
え
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
今
か
ら
93
年
前
、
大
正
天
皇
が
即
位
し
、
そ
の

大
嘗
祭
に
当
地
の
米
を
献
上
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
当
時
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
古
式
ゆ
か

し
い
お
田
植
え
で
、
の
ど
か
な
ひ
と
と
き
を
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

◆　
六
ツ
美
悠
紀
斎
田
お
田
植
え
ま
つ
り
　

◆

初
夏
を
告
げ
る
お
田
植
え
、

歌
も
高
ら
か
に
♪

ゆ

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

き
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▶　
歌
に
合
わ
せ
て
、
ま
な
ざ
し
は
真
剣
で
す
。

▶　
お
田
植
え
前
の
大
事
な
代
か
き



　

５
月
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
こ
う
べ
全
国
洋
舞
コ

ン
ク
ー
ル
」。
若
手
舞
踏
家
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る
国
内

有
数
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。原
田
舞
子
さ
ん（
稲
熊
町
）は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
部
門
女
性
ジ
ュ
ニ
ア
１
部
（
14
〜
18

歳
）
に
出
場
し
、
３
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
上

の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
、
毎
日
練
習
に
取
り
組
む
原
田
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　　
　

踊
る
こ
と
の
楽
し
さ

　

私
は
６
歳
か
ら
、
子
ど
も
バ
レ
エ
教
室
で
バ
レ
エ
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
。
最
初
は
体
が
硬
く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、
少
し
ず

つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
小

学
３
年
の
と
き
別
の
教
室
で
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
、

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
本
格
的
に
バ
レ
エ
に
取
り
組
み
、
基
本

的
な
こ
と
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
表

会
な
ど
で
舞
台
に
上
が
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
踊
る

こ
と
が
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
小
さ
い
頃
は
、
あ

ま
り
緊
張
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
拍
手
を
も
ら
え
る
こ
と
が

う
れ
し
く
、
と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

大
き
な
舞
台
を
経
験
し
て

　

高
校
１
年
の
時
に
教
室
を
変
わ
り
ま
し
た
。
周
り
に
上

手
な
人
が
い
る
と
自
分
も
影
響
さ
れ
て
伸
び
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
目
標

と
す
る
人
が
身
近
に
い
る
と
練
習
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

去
年
の
夏
、名
古
屋
で
行
わ
れ
た
公
演「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」

で
「
森
の
女
王
」
の
大
役
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
か
た
た
ち
と
一
緒
に
練
習
さ
せ
て
も
ら
う
中
で
、
自

分
自
身
大
き
く
成
長
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

夢
が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
る

　

４
月
に
教
室
の
発
表
会
が
あ
っ
て
、
私
は
片
足
で
回
転

す
る
「
フ
ェ
ッ
テ
」
と
い
う
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
何
も

で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
32
回
転
ま
で
猛
練
習
を
重
ね
て
い

き
ま
し
た
が
、
や
り
過
ぎ
て
左
足
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。一
時
は
歩
く
こ
と
も
大
変
で
し
た
。東
京
の
コ
ン
ク
ー

ル
が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
の
で
、
思
う
よ
う
に
練
習
で
き

な
い
こ
と
に
か
な
り
焦
り
も
感
じ
ま
し
た
。
で
も
バ
レ
エ

が
好
き
、
踊
る
こ
と
が
楽
し
い
、
プ
ロ
を
目
指
す
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い

　

コ
ン
ク
ー
ル
当
日
は
、
や
は
り
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

３
８
０
人
ほ
ど
の
部
門
出
場
者
の
中
で
決
選
に
進
む
の
は

36
人
。
予
選
の
時
は
緊
張
し
て
し
ま
っ
て
駄
目
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
ほ
ぼ
練
習
通

り
に
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
位
に
入
れ
た
こ
と
は

す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
が
、
ど
ん
な
状
況
で
も
自
分
の
納

得
の
い
く
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
今
は
、
夏
の
全
日
本
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指
し

て
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ

う
な
プ
ロ
に
な
る
こ
と
が
夢
。
そ
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
今
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

夢
は
世
界
の
プ
リ
マ
へ

上
を
目
指
し
て
、
今
新
た
な
一
歩
を

お か ざ き で 活 躍 す る 若 者 に 聞 き まし た

原田　舞子さん

中京大学附属中京高校３年

多い時では４時間、休みの日にはそれ以上の厳しい練習に取り組む原田さん
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市民のみなさんからお寄せいただいたご意見を掲載いたします

　

松
平
一
族
の
内
に
、
青
野
松
平
氏
（
東

条
松
平
氏
と
も
）
が
あ
り
ま
す
。
松
平
長

親
の
子
義
春
を
始
祖
と
し
、青
野
地
内（
現

在
の
上
青
野
町
）
を
本
拠
と
し
て
い
ま
し

た
。
義
春
に
兄
弟
が
あ
り
、
兄
が
「
甚
二

郎
」、
弟
が
「
甚
太
郎
」
と
名
乗
っ
て
い

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
二
人
は
腹
違
い
の
兄
弟

で
、
弟
が
父
か
ら
総
領
と
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

徳
川
家
康
が
自
立
す
る
以
前
の
天
文
年

間
か
ら
永
禄
年
間
の
初
め
（
十
六
世
紀
半

ば
）
の
三
河
は
、
駿
河
の
今
川
氏
の
支
配

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
武
士

た
ち
に
と
っ
て
は
特
に
分
裂
と
対
立
の
時

代
で
し
た
。

　

兄
弟
の
父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
い
っ
た

ん
は
甚
二
郎
が
青
野
家
を
継
い
だ
様
で

す
。し
か
し
甚
太
郎
と
の
確
執
は
や
ま
ず
、

甚
二
郎
は
自
分
を
重
ん
じ
な
い
今
川
氏
を

見
限
り
、織
田
氏
の
三
河
進
出
に
従
っ
て
、

そ
の
力
を
背
景
に
甚
太
郎
を
青
野
城
か
ら

追
放
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。し
か
し
、

逆
に
立
場
を
失
い
不
満
の
甚
二
郎
は
、
青

野
の
家
を
飛
び
出
し
織
田
氏
に
仕
え
る
た

め
に
尾
張
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
甚
太
郎
忠
茂
は
今
川
氏
と
の
好

を
強
め
よ
う
と
、
軍
事
動
員
に
応
じ
た
結

果
、
あ
る
合
戦
で
討
ち
死
に
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
川
氏
は
忠
節
を
尽
く
し
た
甚

太
郎
の
子
、
亀
千
代
の
跡
継
ぎ
を
認
め
ま

し
た
。
甚
二
郎
は
こ
れ
を
機
会
と
三
河
国

境
に
舞
い
戻
り
、
青
野
付
近
の
住
民
に
自

分
の
味
方
を
す
る
よ
う
に
策
略
を
め
ぐ
ら
し

ま
し
た
が
、
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。（
以

上
は
観
泉
寺
所
蔵
文
書
）

　

さ
て
、
同
じ
頃
、
額
田
地
区
に
近
い
山
間

部
に
も
、
源
一
郎
と
源
次
郎
と
名
乗
る
武
士

の
兄
弟
が
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
青
野
の

兄
弟
と
同
じ
よ
う
に
、
弟
の
源
次
郎
は
兄
と

違
う
主
人
に
仕
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
兄

の
年
貢
を
奪
っ
た
り
、
兄
の
館
を
襲
い
証
文

を
か
す
め
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

甚
二
郎
・
甚
太
郎
兄
弟
が
支
配
権
を
相

争
っ
た
青
野
城
は
、
そ
の
菩
提
寺
の
浄
土
宗

青
野
山
来
迎
院
（
上
青
野
町
字
稲
前
西
）
の

付
近
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
の
痕
跡
は
全
く
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
地
籍
図
で
は
来
迎
院
境
内
の
東
（
稲
前

東
）と
言
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
確
定
せ
ず
、

位
置
は
不
明
で
す
。
青
野
城
に
は
、
現
在
ま

で
残
さ
れ
る
程
の
施
設
（
堀
や
土
塁
）
が
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
付
近
に
は
市

場
や
矢
作
川
の
渡
し
場
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

青
野
城
を
め
ぐ
る
兄
弟
の
争
い
は
、
城
館

が
地
域
支
配
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。

愛
知
中
世
城
郭
研
究
会　

奥
田　

敏
春

よ
し
み

こ
ん

〜
青
野
城
の
兄
と
弟
〜

第
四
回

「
お
城
」

「
お
城
」

兄弟の父義春の墓という石塔
（来迎院境内）

大谷公園バーベキュー場

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
で
き
る
公
園
は
あ
り

ま
す
か
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
の
あ
る
市
内
の
公

園
は
、
大
門
公
園
（
大
門
3
丁
目
）、
大

谷
公
園
（
上
地
3
丁
目
）、
岡
崎
中
央
総

合
公
園
の
3
カ
所
で
す
。
こ
れ
ら
以
外
の

公
園
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

申
込
方
法

▼
大
門
公
園
・
大
谷
公
園
／
市
役
所
公
園

緑
地
課
（
で
23
ひ
6
2
5
0
）
で
予
約
し
、

利
用
日
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

（
予
約
は
6
カ
月
前
か
ら
可
）▼
岡
崎
中
央

総
合
公
園
／
同
公
園
総
合
体
育
館
事
務
所

（
で
25
ひ
7
8
8
7
。
月
曜
日
休
館
）
で

予
約
し
、
利
用
前
に
申
請
書
を
提
出
（
現

在
、平
成
21
年
3
月
利
用
分
ま
で
予
約
可
）

▼
と
も
に
先
着
順
。
使
用
料
は
無
料

　

注
意
事
項

　

準
備
・
片
付
け
・
清
掃
は
利
用
時
間
内

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
／
火
気
を
伴
う
調
理

は
備
え
付
け
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
炉
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
／
ご
み
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
／
施
設
内
へ
車
両
を
乗
り
入
れ
で
き

ま
せ
ん
／
次
の
利
用
者
が
気
持
ち
良
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
の
身
近
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

　

公
園
以
外
に
も
、桑
谷
キ
ャ
ン
プ
場（
桑

谷
町
・
申
込
は
観
光
課
で
23
ひ
6
3
8

4
）、
く
ら
が
り
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
（
石

原
町
・
で
83
ひ
2
0
5
7
）
に
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
施
設
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
園
緑
地
課
総
務
班

で
23
ひ
6
2
5
0

A Q
野
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
た
い
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�
　

７
月
１２
日
貍
　
午
後
６
時
〜
９
時
　

�

美
術
博
物
館（
岡
崎
中
央
総
合
公
園
内
）
�

映
画
「
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」（
監
督
ア
ン
ド
レ
イ
・

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
／
１
９
７
２
年
／
旧
ソ
連

／
１
６
５
分
）
�
　

７０
人（
先
着
順
）
�
　

無

料
　

�
　

入
館
は
６
時
ま
で
に
（
途
中
退
場
不

可
）。
 

　

美
術
博
物
館�

２８�

5
0
0
0
 

    �
　

７
月
１２
日
貍
　
午
後
２
時
　

�
　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
松
坂
屋
６

階
）
�
　

図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ
を
よ
り
良
い

施
設
に
す
る
た
め
、
市
民
活
動
に
つ
い
て
話

し
合
う
　

�
　

当
日
会
場
へ
。
 

　

市
民
活
動
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　�

２３�

6
9
1
0
 

   �
　

７
月
１７
日
貅
〜
３１
日
貅
　
午
前
１０
時
３０

分
〜
午
後
６
時
３０
分（
３１
日
貅
は
４
時
ま
で
）

�
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

（
松
坂
屋
６
階
）
�
　

愛
知
産
業
大
学
造
形
学

部
デ
ザ
イ
ン
学
科
学
生
の
製
品
デ
ザ
イ
ン
案

を
展
示
　

�
　

無
料
　

�
　

水
曜
日
休
館
 

　

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
局�

６５�

8
5
6
1
 

    �
　

７
月
１９
日
貍
〜
８
月
３１
日
豸
　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
　

�
　

７
月
１９
日
貍
　
午
前
９

時
か
ら
、
岡
崎
城（
岡
崎
公
園
内
）入
館
の
小

学
生
先
着
５
０
０
人
に
、
全
国
の
お
城
情
報

な
ど
の
巻
物
を
進
呈
 

　

子
ど
も
甲
冑
試
着
体
験
 

「
へ
ん
し
ん
い
え
や
す
君
」
 

�
　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
　

�
　

三
河
武
士

の
や
か
た
家
康
館（
岡
崎
公
園
内
）
�
　

小
学

１
〜
３
年
生
 

　

歴
史
ク
イ
ズ
 

�
　

岡
崎
城
、
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館

�
　

館
内
の
展
示
物
な
ど
を
題
材
に
し
た
ク

イ
ズ
　

�
　

小
学
生
　

�
　

参
加
記
念
品
あ
り
。
 

　

ウ
レ
タ
ン
か
ぶ
と
キ
ッ
ト
販
売
 

�
　

岡
崎
城
、
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館

�
　

徳
川
四
天
王
の
か
ぶ
と
の
形
を
し
た
ウ
レ

タ
ン
か
ぶ
と
キ
ッ
ト
の
販
売
　

�
　

５
０
０
円
 

　

三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
 

　�

２４�

2
2
0
4
 

    �
　

�
　

①
７
月
１９
日
貍
　
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

岡
崎（
下
青
野
町
）
②
７
月
２６
日
貍
　
お
か

ざ
き
農
遊
館（
東
阿
知
和
町
）
　

い
ず
れ
も
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
３０
分
（
試
食
・
即

売
と
も
無
く
な
り
次
第
終
了
）
�
　

岡
崎
産

生
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
の
試
食
即
売
、
す
ぐ
に

収
穫
で
き
る
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
の
菌
床
培
地

の
販
売
 

　

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー�

４６�

4
4
9
0
 

    　
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
か
た
が
た
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
ご
遺
族
の
か
た
は

ご
参
列
く
だ
さ
い
。
 

�
　

７
月
１９
日
貍
　
午
前
１０
時
　

�
　

市
民
会

館
ホ
ー
ル
 

　

生
活
福
祉
課
援
護
班�

２３�

6
1
4
5
 

   �
　

�
　

①
７
月
２０
日
豸
　
矢
作
市
民
セ
ン
タ

ー（
宇
頭
町
）・
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー（
大
平

町
）②
７
月
２７
日
豸
　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

（
山
綱
町
）・
ぬ
か
た
会
館（
樫
山
町
）③
８
月

２
日
貍
　
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー（
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
内
）④
８
月
３
日
豸
　
六
ツ
美
市

民
セ
ン
タ
ー（
下
青
野
町
）⑤
８
月
１０
日
豸
　

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー（
岩
津
町
）・
中
央
市
民

セ
ン
タ
ー（
上
六
名
３
丁
目
）　
い
ず
れ
も
午

前
の
部
／
１０
時
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
の
部
／

１
時
３０
分
〜
３
時
　

�
　

矢
作
・
東
部
・
南
部
・

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
　
じ
し
ん
だ
！
ミ
ー
ち

ゃ
ん
の
ぼ
う
さ
い
く
ん
れ
ん
・
ぼ
く
は
王
さ

ま
Ⅱ
・
き
ず
だ
ら
け
の
り
ん
ご
　
大
平
・
六

ツ
美
・
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ぬ
か
た
会
館
　

忍
た
ま
乱
太
郎
の
が
ん
ば
る
し
か
な
い
さ
Ⅰ
・

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
・
お
ば
け
長
屋
　

�
　

幼

児
・
児
童
と
保
護
者
　

�
　

各
２
０
０
人
（
先

着
順
）
�
　

無
料
（
要
整
理
券
）
�
　

整
理
券

は
７
月
初
め
に
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
 

サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
・
シ
ア
タ
ー
 

「
今
夜
は
Ｓ
Ｆ
」
 

第
１
回
 

り
ぶ
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
全
体
会
 

日
用
雑
貨
品
に
お
け
る
 

デ
ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ア
展
 

岡
崎
城
、三
河
武
士
の
や
か
た
 

家
康
館
の
催
し
 

夏
の
キ
ノ
コ
を
味
わ
お
う
 

生
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
試
食
即
売
会
 

岡
崎
市
戦
没
者
及
び
 

戦
災
死
者
追
悼
式
 

親
子
映
画
会
 

か
っ
ち
ゅ
う
 

：期間・日時（時間） 

：場所 

：主な内容 

：講師・指導 

：対象・資格 

：定員・募集人員 

：費用・受講料 

：持ち物 

：申込方法・応募方法 

：問い合わせ先 

：その他 

 

� 
� 
� 
	 
� 
� 
� 

 
� 
� 
�
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ラ
リ
ー（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
２

階
）・
市
役
所
社
会
教
育
課（
福
祉
会
館
４
階
）・

各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
。
 

　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー�

２３�

6
7
8
9
 

   �
　

講
話
・
情
報
交
換
・
交
流
会
。
担
当
／

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員（
保
健
師
・

社
会
福
祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
相
談

員
ほ
か
　

�
　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
か
た

�
　

無
料
　

�
　

当
日
ま
で
に
市
役
所
長
寿
課

ま
た
は
次
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
。 

            　

長
寿
課
介
護
予
防
班�

２３�

6
8
3
7
 

     �
　

７
月
２０
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
２０
分

�
　

動
物
総
合
セ
ン
タ
ー
・
あ
に
も（
東
公
園

内
）
�
カ
メ
の
飼
育
方
法
や
環
境
問
題
の

講
演
と
質
疑
応
答
　

�
　

愛
知
学
泉
大
学
教
授

矢
部
隆
氏
　

�
　

小
学
生
以
上
　

	
　

８０
人（
先

着
順
）
�
　

無
料
　



　

当
日
会
場
へ
。
 

　

動
物
総
合
セ
ン
タ
ー�

２７�

0
4
4
4
 

   �
　

７
月
２６
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　

�

男
川
浄
水
場（
大
平
町
）
�
　

親
子
で
水
道
水

に
親
し
む
①
水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
学
習

②
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
飲
み

比
べ
③
消
毒
用
塩
素
に
つ
い
て
簡
単
な
実
験

�
　

小
学
生
と
保
護
者
　

	
　

１５
組（
先
着
順
）

�
　

無
料
　

�
　

７
月
１４
日
豺
〜
１８
日
貊
に
電

話
で
　



　

参
加
記
念
品
あ
り
。
 

　

男
川
浄
水
場�

２２�

1
1
0
1
 

    �
　

７
月
２７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時

�
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

（
松
坂
屋
６
階
）
�
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間（
７

月
１
日
貂
〜
２７
日
豸
）中
に
、
ま
ち
バ
ス
に

乗
車
し
「
ま
ち
バ
ス
乗
車
券
サ
ー
ビ
ス
店
」

で
買
い
物
を
す
る
と
、
次
回
の
乗
車
券
と
岡

崎
ゆ
か
り
の
品
が
当
た
る
抽
選
券
を
進
呈



　

抽
選
に
は
乗
り
継
ぎ
券
が
必
要
 

　

岡
崎
商
工
会
議
所�

５３�

6
1
9
0
 

　

政
策
推
進
課
交
通
政
策
班
 

　�

２３�

6
4
8
6
 

   �
　

午
前
８
時
４５
分
　
市
役
所
西
庁
舎
１
階

市
民
ロ
ビ
ー
集
合（
雨
天
決
行
）
�
　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の
か
た

	
　

各
３２
人（
抽
選
。
初
め
て
の
か
た
優
先
）

�
　

無
料
　

�
　

筆
記
用
具
・
弁
当
・
水
筒
な

ど
　

�
　

往
復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
コ
ー
ス

名
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
８
６
０
１
　
市
役
所

社
会
教
育
課
へ
（
１
枚
１
コ
ー
ス
、
２
人
ま

で
）
。
 

                          　

社
会
教
育
課
文
化
財
班�
２３�
6
1
7
7

真福の郷 
（真福寺町） 

東部地域 
福祉センター 
（山綱町） 

中央地域 
福祉センター 
（梅園町） 

真福の郷 
�６６２２１２ 

７月２４日貅 
 
午後１時３０分 
～３時 

７月２８日豺 
 
午後１時３０分 
～３時３０分 

７月３１日貅 
 
午前１０時 
～正午 

東部地域 
包括支援 
センター 
�４８８０９９ 

中央地域 
包括支援 
センター 
�２５３１９９ 

福祉サービス 
の紹介 

交流会 

交流会 

場所・内容 日　時 申込先 

期日・コース・申込期限 講師（敬称略） 

８月７日貅 

８月４日豺消印有効 

８月１８日豺 
 原始古代の史跡を訪ねる 

７月２４日貅消印有効 
渡邉里志 

加藤安信 

宇佐美正子 

永井　貞 
千賀敏之 

仏教美術を学ぶ 

９月２５日貅 

９月１１日貅消印有効 
額田の文化財を訪ねる 

８月２８日貅 

８月１４日貅消印有効 
天然記念物を訪ねる 

市役所－満性寺（菅生町）－妙源寺（大和町）：昼食－ 
滝山寺（滝町）－市役所 

市役所－鹿勝川庚申堂（鹿勝川町）－天恩寺（片寄町） 
－形埜出張所（桜形町）：昼食－保久八幡宮の農村舞台 
（保久町）－大川神明宮の農村舞台（大高味町）－市役所 

文化財を多く持つ寺 
院を訪ね、絵画や彫 
刻などの美術工芸品 
について学ぶ 

額田地区の文化財を 
訪ね、歴史を学ぶ 

老木や昆虫の生息地 
などの天然記念物を 
訪ね、学術的に貴重 
な自然について学ぶ 

国や県や市の指定史 
跡などを訪ね、地域 
の歴史について学ぶ 

市役所－山中八幡宮のクスノキ・ヒメハルゼミの生息地 
（舞木町）－寺野の大クス（夏山町）－夏山の大スギ（夏山町） 

－茅葺屋敷（千万町町）：昼食－切山の大スギ（切山町）－ 
岡崎ゲンジボタル飼育施設（河合中学校）－市役所 

かやぶき 

 

こうしん 

 

市役所－岩津１号古墳（岩津町）－北野廃寺跡（北野 
町）－村上古墳・村上遺跡（丸山町）：昼食－真宮遺跡 
（真宮町）－二子古墳（安城市）－和志山古墳（西本 
郷町）－市役所 

内　　容 行　　　程 

動
物
総
合
セ
ン
タ
ー
 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
、 

　
　
　
　
　
　
カ
メ
の
く
ら
し
」
 

介
護
し
て
い
る
家
族
の
か
た
へ
 

親
子
水
道
教
室
 

バ
ス
で
行
く
「
文
化
財
移
動
教
室
」
 

ま
ち
バ
ス
１
周
年
 

あ
り
が
と
う
大
抽
選
会
 

自然共生課森の駅推進班� 2 3 6 9 2 1

わんぱくフェスタ2008わんぱくフェスタ2008わんぱくフェスタ2008
■日時／７月２６日貍　午前９時森の総合駅（樫山町）集合～午後４時（雨天翌日） 
■場所／大滝渓谷（井沢町） 
■内容／滝つぼダイブ、水辺の宝探しほか 
■対象／小学生と保護者 
■定員／１００人（先着順） 
■持ち物／弁当・水筒・川に入るための服装（長袖長ズボン、ひも付きの靴）・帽子・
着替え・タオル・水中メガネ（ガラス製不可） 
■申込方法／７月８日貂から電話・ファクス・Ｅメールで①郵便番号・住所②親子
の氏名（ふりがな）③学年④電話番号を森の総合駅（�８２２５１１、　８２２９５１、 
　sizenkyosei@city.okazaki.aichi.jp）へ。 
■その他／岩場を使ったプログラムでは、危険を伴う場合があります。 

�

～渓谷大冒険～ 
けいこく　だいぼうけん 
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夏
季
岡
崎
市
民
総
合
卓
球
大
会
 

�
　

８
月
３
日
豸
　
午
前
９
時
２０
分
開
会
式

�
　

市
体
育
館
（
六
名
本
町
）
�
　

①
小
学
生

の
部
②
中
学
生
の
部
③
高
校
生
の
部
④
一
般

の
部
（
各
部
門
男
女
別
）
�
　

７
月
２３
日
貉

必
着
 

　

岡
崎
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
 

�
　

８
月
１０
日
豸
　
午
前
９
時
開
会
式
　

�

岡
崎
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

�
　

一

般
男
子
・
女
子
の
部
、
シ
ニ
ア
４５
歳
以
上
男

子
・
女
子
の
部
、
シ
ニ
ア
６５
歳
以
上
男
子
の

部
　

�
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生

以
上
の
か
た
　

�
　

千
円
　

�
　

７
月
１９
日
貍
必

着
 

　

第
６
回
 Let's

 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
 

�
　

８
月
１０
日
豸
　
午
前
９
時
２０
分
開
会
式

�
　

岡
崎
中
央
総
合
公
園
武
道
館
　

�
　

①
混

合（
常
時
女
子
が
２
人
以
上
）
②
女
子
③
混

成
（
個
人
申
し
込
み
対
象
、
当
日
チ
ー
ム
を

構
成
）　
�
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か

た（
１
チ
ー
ム
４
〜
８
人
）。
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

に
興
味
の
あ
る
個
人
の
参
加
も
可
　

�
　

７
月

２１
日
豢
必
着
。
※
個
人
参
加
の
か
た
は
は

が
き
も
可
。
①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
体
育
協

会
へ
。
 

　

第
５
回
岡
崎
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
 

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
三
河
湖
 

�
　

９
月
１４
日
豸
　
午
前
７
時
３０
分
開
会
式

�
　

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館（
岡

町
）
�
　

く
ら
が
り
渓
谷
、
三
河
湖
を
目
指

す
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
（
安
全
な
走
行

で
完
走
を
目
指
す
）
▼
種
別
／
①
４０
㌔
②
５５

㌔
③
８０
㌔
④
１
３
０
㌔
　

�
　

健
康
な
か
た
で

自
転
車
愛
好
者
（
小
学
生
以
下
は
４０
㌔
の
み

で
保
護
者
同
伴
）
�
　

中
学
生
以
下
千
円
、

高
校
生
以
上
２
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）
�
　

９
０
０
人
（
先
着
順
）
�
　

７
月
１０
日
貅
か

ら
参
加
費
を
添
え
て
体
育
協
会
へ
。
現
金
書

留
も
可
。
８
月
１１
日
豺
必
着
 

　

共
　
通
 

�
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
〒
４４４
…
０
８
５
４
　
市
内
六
名
本
町
７

番
地
　
体
育
協
会
「
○
○
大
会
」
係
へ
。
要

項
、
申
込
用
紙
は
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
福
祉
会
館
４
階
）、
市
体
育
館
で
。
 

　

体
育
協
会�

５３�

7
6
4
4
 

                 �
　

総
合
検
査
セ
ン
タ
ー（
美
合
町
）
�
　

市

内
の
小
学
４
〜
６
年
生
　

�
　

無
料
　

�
　

７
月

８
日
貂
午
前
８
時
３０
分
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス（
１
人
１
コ
ー
ス
）で
①
希
望
コ
ー

ス
名
②
氏
名
③
学
校
名
④
学
年
⑤
電
話
番
号

を
総
合
検
査
セ
ン
タ
ー
へ
　

	
　

各
コ
ー
ス
先

着
順
。
 

             　

総
合
検
査
セ
ン
タ
ー
 

　�

５７�

0
5
3
0
　


５７�

0
5
3
1
 

    �
　

８
月
５
日
貂
〜
９
日
貍
　
午
後
１
時
〜

４
時
　

�
　

北
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
な
ご

み
ん（
西
蔵
前
町
）
�
　

子
ど
も
が
主
役
と
な

っ
て
店
を
開
き
、
働
き
、
社
会
の
仕
組
み
を

楽
し
く
学
ぶ
　

�
　

７
〜
１５
歳
　

�
　

１
日
２
０

０
人（
先
着
順
）
�
　

無
料
　

	
　

当
日
会
場
へ
。 

　

北
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
 

　�

６６�
8
2
5
1
 

   �
　

８
月
８
日
貊
　
午
前
８
時
４０
分
市
役
所
 

日　時 コース名 テーマと内容 定員 

８月６日貉 
午前１０時 
～正午 

たいき 

みず 

えいせい 

せんい 

２０人 

２０人 

２０人 

１０組 
（２０人） 

「いろんなにおい」 

「ハンカチ染め」 

「食べ物の色」 

「水の汚れ」 

においをかぎ分けて、 
香水を作ってみよう 

水に浮いた油を 
取り除いてみよう 

食べ物の色が何で 
できているか調べて 
みよう 
 

天然染料と化学染料 
で、オリジナルハンカ 
チを作ってみよう 

８月７日貅 
午前１０時 
～正午 

８月８日貊 
午前１０時 
～正午 

８月９日貍 
午前９時３０分 
～正午 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

親
子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
 

総
合
検
査
セ
ン
タ
ー
 

夏
休
み
こ
ど
も
教
室
 

こ
ど
も
が
つ
く
る
ま
ち
の
出
現
 

「
第
２
回
な
ご
み
ん
横
丁
」
　
 

オープンキャンパス 
市立看護専門学校 

オープンキャンパス 
■日時／７月２６日貍　午前の部／９時～正午、午後の部／１時～４時 
■場所／市立看護専門学校（伊賀町） 
■内容／学校概要・入学試験・奨学金説明、校内見学、看護体験、
心音・脈拍音・呼吸音の聴診体験、記念撮影 
■対象／今年度受験予定のかた、将来看護師を目指しているかた 
■定員／各５０人 
■料金／無料 
■申込方法／７月２２日貂までに電話またはファクスで①郵便番号・住所
②氏名③年齢④高校名⑤電話番号⑥午前・午後の別を市立看護専門学
校へ。市ホームページ・あいち簡易電子受付サービスからも申込可 
■その他／当日は、参加者全員での記念撮影や学生ラウンジでジュ
ースを飲みながらの質問コーナーあり。 

市立看護専門学校　� 2 3� 2 9 5 1 　　 2 3� 2 9 3 0
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西
庁
舎
玄
関
前
集
合
〜
午
後
５
時
　

�
　

見
学

施
設
／
井
土
商
店（
大
樹
寺
１
丁
目
）・
福
田

三
商
岡
崎
営
業
所（
大
平
町
）・
福
田
三
商（
名

古
屋
市
）・
王
子
製
紙
春
日
井
工
場（
春
日
井

市
）
�
　

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぶ

�
　

小
学
３
〜
６
年
生
の
児
童
と
保
護
者
（
２

人
１
組
）
�
　

１５
組（
抽
選
）
�
　

動
き
や
す

い
服
装
、
弁
当
・
水
筒
　

�
　

は
が
き
に
①
郵

便
番
号
・
住
所
②
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
学
校
名
④
学
年
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
４４４
…
８
６
０
１
　
市
役
所
ご
み
対
策
課
「
親

子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」
係
へ
。
７
月
２５
日
貊

必
着
 

　

ご
み
対
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
班
 

　�

２３�

6
7
2
5
 

    　

Ａ
コ
ー
ス
「
夏
休
み
工
房
見
学
会
」
 

�
　

８
月
２４
日
豸
　
午
前
９
時
３０
分
名
鉄
東

岡
崎
駅
南
口
集
合
〜
午
後
４
時
解
散
　

�
　

コ

ー
ス
／
小
山
矢（
福
岡
町
）〔
見
学
・
弓
矢
体

験
〕
↓
カ
ク
キ
ュ
ー
八
丁
味
噌（
八
帖
町
）〔
見

学
・
食
事
〕
↓
岡
崎
技
術
工
学
院（
美
合
町
）

〔
石
彫
体
験
〕
↓
手
織
三
河
木
綿
保
存
会（
明

大
寺
町
）〔
見
学
・
綿
繰
り
体
験
〕
↓
東
岡
崎

駅
　

	
　

１
組
３
千
円（
材
料
と
昼
食
代
）
 

　

Ｂ
コ
ー
ス
「
夏
休
み
工
場
見
学
会
」
 

�
　

８
月
２６
日
貂
　
午
前
９
時
３０
分
名
鉄
東

岡
崎
駅
南
口
集
合
〜
午
後
５
時
解
散
　

�
　

コ

ー
ス
／
東
海
光
学（
恵
田
町
）〔
見
学
・
メ
ガ

ネ
レ
ン
ズ
加
工
体
験
〕
↓
カ
ク
キ
ュ
ー
八
丁

味
噌（
八
帖
町
）〔
見
学
・
食
事
〕
↓
三
菱
自

動
車
工
業（
橋
目
町
）〔
見
学
・
デ
ザ
イ
ン
体

験
〕
↓
東
岡
崎
　

	
　

１
組
２
千
円（
材
料
と

昼
食
代
） 

　

共
　
通
 

�
　

原
則
と
し
て
小
学
４
年
生
〜
中
学
生
と

保
護
者
の
２
人
１
組
　

�
　

各
１０
組（
抽
選
）

�
　

水
筒
。
Ａ
コ
ー
ス
は
作
業
の
で
き
る
服

装
　

�
　

７
月
２８
日
豺
ま
で
に
電
話
で
岡
崎
商

工
会
議
所
「
夏
休
み
工
房
・
工
場
見
学
会
」

担
当
（�

５３�

６
１
９
１
）
へ
。
 

　

商
工
労
政
課
商
工
振
興
班
 

　�

２３�

6
2
1
2

バ
ス
で
行
く
 

夏
休
み
親
子
工
房
・
工
場
見
学
会
 

農務課園芸班　
 2 3� 6 1 9 9
観光協会　　　
 2 3� 6 2 1 7

親善都市石垣市の観光と物産展 

～岡崎市に石垣島の香りがやってくる～ 

親善都市石垣市の観光と物産展 親善都市石垣市の観光と物産展 

～岡崎市に石垣島の香りがやってくる～ 

■ 主な特産品 
　○農産物 
　　パインアップル・マンゴー 
　○農産加工 
　　黒米・シークァーサー原液・マンゴージュース・ 
　　パッションフルーツジュース 
　○水産加工 
　　モズク・もずくたれ・アーサ・スーナ・ 
　　かつおの油味噌・海ブドウ 
　○菓子類 
　　黒糖・サーターアンダギー・塩ちんすこう・塩せんべい・ 
　　紅芋チップス・タンナファークルー 
　○調味料 
　　石垣の塩・島唐辛子・島ラー油・ 
　　激辛唐辛子ソース・黒糖ハニーシロップ 
　○酒　類 
　　ビンテージ泡盛ほか 

パンフレットやビデオによる親善都市石垣市の観光紹介を始め、南国の 
香りあふれる特産品の展示即売会を開催します。 
パンフレットやビデオによる親善都市石垣市の観光紹介を始め、南国の 
香りあふれる特産品の展示即売会を開催します。 

■日時／７月１９日 ・２０日 　午前９時～午後６時（２０日は５時まで） 
■場所／おかざき農遊館催事兼休憩コーナー（東阿知和町） 
■日時／７月１９日貍・２０日豸　午前９時～午後６時（２０日は５時まで） 
■場所／おかざき農遊館催事兼休憩コーナー（東阿知和町） 

平成20年 

比 較 

平成19年 

1,055件 

人身 
事故 
件数 

－56件 

1人 

死者 負傷者 

死　傷　者 

計 

－6人 

1,314人 

－94人 

1,415人 

1,315人 

7人 1,408人 

－100人 

1,111件 

注：死者数は、事故発生から24時間以内に死 
　　亡した人です。 

※その他については、サービスセンター
へお問い合わせください。 
※福祉機器を「譲りたい人」「必要な人」
は登録してください。 
※費用は有料の場合もあります。 

区　分 

車　い　す 

電動ベッド 

入浴用いす 

そ　の　他 

譲りたい人 

1件 

2件 

1件 

4件 

必要な人 

5件 

2件 

1件 

4件 

6月1日現在の 
福祉機器リサイクル事業 
登録状況 

23-8938

23-6145

平成20年 

平成19年 

比 較 

1,754件 

1,894件 

－140件 

260件 

295件 

－35件 

421件 

511件 

－90件 

1,073件 

1,088件 

－15件 

非侵入犯 乗物犯 侵入犯 総 数 

地域福祉サービスセンター 

岡崎地区献血推進協議会事務局 
生活福祉課援護班 

5月末現在の 

岡崎市内の窃盗犯発生件数 

5月末現在の 

岡崎市内の交通事故状況 

７月１３日豸 

７月１７日貅 

１０：００～１１：３０ 
１３：００～１５：３０ 

１０：００～１１：３０ 

１０：００～１２：００ 
１３：００～１５：３０ ７月２７日豸 

イオンモール岡崎（戸崎町） 

イオンモール岡崎（戸崎町） 

額田支所（樫山町） 

月・日（曜） 時　　間 場　　　所 

献血にご協力ください 
400ml・成分献血へのご協力 
お願いします。 

受付時間　10:00～13:00、14:00～17:45 
（成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00） 
休日　毎週金曜日 

その他の会場の予定は愛知県赤十字血液セン 
ターのホームページをご覧ください。 

http://aichi.bc.jrc.or.jp/

岡崎献血ルーム（東岡崎駅南館５階） 

52�1800

7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。 

岡崎献血ルームで献血されたかたに 
記念品進呈 
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�
　

７
月
１９
日
貍
〜
８
月
３１
日
豸
　

�
　

お
か

ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
・
親
子
造
形

セ
ン
タ
ー（
岡
町
）
�
　

バ
ル
サ
板
を
使
っ
て

飛
行
機
を
作
る
　

�
　

小
学
生
以
上（
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
�
　

６
０
０
円
　

�

期
間
中
随
時
受
付
 

　

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
 

　�

５３�

3
5
1
1
 

    �
　

１１
月
７
日
貊
　
午
後
７
時
開
演（
６
時
３０

分
開
場
）
�
　

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
コ
ロ

ネ
ッ
ト
（
羽
根
町
）
�
　

▼
出
演
／
ア
リ
ス

＝
紗
良
・
オ
ッ
ト（
ピ
ア
ノ
）、
N
H
K
交
響

楽
団
第
１
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
篠
崎
史
紀

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
井
野
邉
大
輔（
ビ
オ
ラ
）、

桑
田
歩（
チ
ェ
ロ
）、
西
山
真
二（
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
）
▼
曲
目
／
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
：
弦
楽
三

重
奏
曲
第
１
番
変
ロ
長
調
・
ピ
ア
ノ
五
重
奏

曲
イ
長
調
「
ま
す
」
、
リ
ス
ト
：
「
超
絶
技

巧
練
習
曲
集
よ
り
」
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
：
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
２３
番
へ
短
調
「
熱
情
」
ほ

か
　

�
　

４
千
円（
全
席
指
定
）
�
　

入
場
券
は

７
月
２６
日
貍
か
ら
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
―
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ�

０
５
７
０�

０２�

９
９
９
９

【
P
コ
ー
ド
２
９
３
―
４
７
９
】
、
富
士
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
ク
レ
オ
店�

２３�

３
８
３
８
、

ツ
ル
タ
楽
器
岡
崎
店�

５３�

８
９
５
０
で
販

売
　

�
①
公
演
内
容
・
曲
目
は
一
部
変
更
す

る
場
合
あ
り
②
未
就
学
児
の
入
場
不
可
③
来

場
は
公
共
交
通
機
関
で
。
 

　

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー�

７２�

5
1
1
1
 

       �
　

７
月
２９
日
貂
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
　

�
　

高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
（
美
合
町
）

�
　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
交
流
会
　

�
　

認

知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い
る
か
た
　

	
　

１５

人
程
度
　

�
　

無
料
　

�
　

当
日
ま
で
に
電
話
で

高
年
者
セ
ン
タ
ー（�
５５�
０
８
９
２
）へ
。
 

　

長
寿
課
介
護
予
防
班�
２３�
6
8
3
7
 

    �
　

外
国
人
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
・
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
（
上
六
名
３
丁
目
）
�
　

無
料
 

　

こ
と
ば
の
教
室
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
 

�
　

７
月
９
日
・
１６
日
・
２３
日
の
水
曜
日
　

午
後
２
時
〜
４
時（
全
３
回
）
�
　

初
心
者
向

け
。
文
化
・
習
慣
を
紹
介
　



　

ポ
ル
ト
ガ
ル

語
ス
タ
ッ
フ
　

	
　

２０
人
　

�
　

７
月
９
日
貉

ま
で
に
電
話
で
　

�
　

火
曜
日
・
祝
日
休
館（
受
 

アリス＝紗良・オット 

親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
特
別
教
室
 

ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
＆
 

篠
崎
史
紀
と
N
響
の
仲
間
た
ち
 

第
１
回
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
教
室
 

外
国
人
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
 

講
座
 

「2008　コロネット 
　　　音楽フェスティバル」 
「2008　コロネット 
　　　音楽フェスティバル」 

５００円 

 

 

２，０００円（当日券２，３００円） 

 

１，０００円　高校生以下５００円 

１，５００円 

無料 

１，０００円 

２，０００円 

無料（要整理券） 

無料 

１，０００円 

１，５００円（当日券２，０００円） 
小学生以下５００円 

１，０００円　高校生５００円 
子ども無料（要整理券） 

１，２００円　小学生以下６００円 
親子ペア券１，５００円（子ども追加５００円） 

１，０００円　障害者手帳提示のかたは無料 
（要問い合わせ） 

水上�５１�０６６８ 

三浦�２５�０１３５ 

川村�５３�８６４３ 

柏木�２２�０４５２ 

笹野�０９０�８５４４�８６４９ 

二宮�４３�４０２７ 

塩崎�５１�６５５５ 

石原�０９０�１４１３�３５６７ 

嶋田�５１�８６５８ 

 

影山�４８�８１６８ 

 

西川�０８０�５１２８�００２５ 

小林�２１�６１７５ 

岡崎市医師会 
�５２�１５７１ 

みうらピアノ調律工房 
�０５０�１１１１�０４４２ 

９月　２　日貂 

３　日貉 

５　日貊 

６　日貍 

７　日豸 

１０日貉 

１１日貅 

１２日貊 

１３日貍 

１４日豸 

１５日豢 

１７日貉 

１８日貅 

１９日貊 

１８：３０ 

１８：３０ 

１９：００ 

１５：００ 

１４：００ 

１８：４５ 

１８：３０ 

１９：００ 

１４：００ 

１４：３０ 

１４：００ 

１８：３０ 

１８：３０ 

１８：４５ 

／１８：００ 

／１８：００ 

／１８：３０ 

／１４：３０ 

／１３：３０ 

／１８：００ 

／１８：００ 

／１８：３０ 

／１３：３０ 

／１４：００ 

／１３：３０ 

／１８：００ 

／１８：００ 

／１８：１５ 

岡崎市医師会音楽同好会「秋の音楽祭」 
～秋を彩るプロとアマチュア音楽家によるガラコンサート～ 

はじめまして　ヴィオリラ　秋色コンサート 
～秋の風に吹かれて～ 

小林艶子ピアノリサイタル 
～ドイツロマンとフランス音楽　メシアン生誕１００年～ 

石井美恵子ソプラノリサイタル 
 
 アロハの心とジャズ・ロック 
 
 
 

Happy sunflowerコンサートvol．３ 
～２台ピアノで演ずる音の風景～ 

音楽のれすとらん vol．４ 
～おいしい音楽はいかが？～ 

岡崎音楽家協会合唱団メンバーによるコンサート 
～歌・唄・詩～ 

Gli Amici della Lirica Concert No．５ 
～秋の宵はオペラが似合う！近藤惠子と共に～ 

サウンド・オブ・アロハ 
～ハワイアン音楽とフラ・ダンスの夕べ～ 

石原正大オーボエサロンコンサート 
～今宵はオーボエ「バンド」のライブで盛り上がろう！～ 

トーンチャイムコンサート 
～トーンチャイムのやさしい音色をどうぞ～ 

ピーターと狼　～子どものための音楽物語～ 

HAWAIIANコンサート（チャリティ） 
～潮風のささやき～ 

主催者・問い合わせ先 公演日 公　　　演　　　名 入　　場　　料 開演／開場 

※公演内容などは、一部変更する場合があります。詳細は主催者にお問い合わせください。 

シビックセンター・コンサートホール 

� 7 2� 5 1 1 1
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付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
 

　

英
語
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
 

�
　

７
月
２７
日
豸
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

�

英
語
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
聴
き
取
り
・
書
き

取
り
練
習
　

�
　

通
訳
・
翻
訳
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
　

�
　

通
訳
・
翻
訳
グ
ル
ー
プ
　
今
井
宅

�

３１�

０
５
９
９
　

�
　

当
日
会
場
へ
。
 

　

外
国
人
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　�

５９�

2
7
5
1
 

   �
　

７
月
２６
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

�
　

母
子
寡
婦
福
祉
会
館
（
明
大
寺
町
）
�

楽
し
い
魚
釣
り
遊
び
　

�
　

３
Ｂ
体
操
協
会
指

導
員
　
望
月
貴
子
氏
　

�
　

市
内
在
住
の
か
た

	
　

３０
組（
先
着
順
）


　

無
料
　

�
　

７
月
１０

日
貅
か
ら
電
話
で
。
 

　

母
子
寡
婦
福
祉
会
館�

５４�

5
8
3
3
 

   �
　

県
立
農
業
大
学
校
（
美
合
町
）
 

　

緑
の
学
園
研
修
「
１
日
農
業
体
験
学
習
」
 

�
　

７
月
２２
日
貂
・
３１
日
貅
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
　

�
　

①
花
き
②
作
物（
稲
）・
果
樹

③
野
菜
④
畜
産
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し

体
験
　

�
　

高
校
生
ま
た
は
高
等
学
校
卒
業
者

	
　

各
回
２０
人（
抽
選
）


　

無
料
　

�
　

農
業

大
学
校
で
配
布
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
実
施
日
の
１０
日
前
ま
で
に
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
郵
送
で
、
〒
４４４
…
０
８
０
２
　
市

内
美
合
町
字
並
松
１
番
地
２
　
県
立
農
業
大

学
校
研
修
部
へ
。
 

　

夏
バ
テ
対
策
！
 

　

野
菜
を
上
手
に
使
っ
た
料
理
の
極
意
 

�
　

８
月
７
日
貅
　
午
後
１
時
２０
分
〜
３
時

４０
分
　

�
　

短
時
間
で
調
理
で
き
る
夏
野
菜

の
効
果
的
な
使
い
方
を
学
ぶ
　

	
　

５０
人（
抽

選
）


　

５
０
０
円
　

�
　

は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
①
講
座
名
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
へ
。
７
月
１８
日
貊

必
着
 

　

県
立
農
業
大
学
校
 

　�

５１�

1
0
3
4
　�

５１�
4
8
3
1

第
４
回
子
育
て
支
援
講
習
会
 

県
立
農
業
大
学
校
の
講
座
 

8月2日貍 8月9日貍 
自然科学研究機構 
岡崎統合バイオサイエンスセンター長 
永山國昭氏 
 「見えないものを観る 
　　　　　～バイオイメージング～」 

8月30日貍 

7月26日貍 

ＮＨＫアナウンサー 
住吉美紀氏 
「自分の人生、選んでますか？」 
 

タレント 
島田洋七氏 

「生きる力を育む　　　　　　　　　 
～がばいばあちゃんからの教え～」 

大リーガー・イチローの父親 
　鈴木宣之氏 

「世界のイチロー誕生秘話」 

8月23日貍 

作家 
渡辺淳一氏 
「熟年革命」 

第35回 
岡崎市民大学 

学校指導課（市民大学受付専用）　 2 4� 0 5 0 1

■時間／午後１時３０分～（受付は０時３０分～） 
■場所／市民会館ホール 
■対象／市内在住・在学・在勤のかた 
■定員／１５００人（先着順） 
■料金／１，８００円（全５回分） 
■申込方法／７月１４日豺午前８時３０分から市役所学校
指導課（福祉会館４階）へ直接、または市民大学受付専
用電話で（１講座ごとの申込不可） 
■その他／電話申し込みの引換期間は７月２２日貂まで
の平日午前８時３０分～午後５時１５分（７月１９日貍は
午前９時～午後１時、福祉会館４階に引換窓口を開設） 
■問い合わせ先／学校指導課指導班２３�６４３９ 

第35回 
岡崎市民大学 

市民休養施設桑谷山荘　 4 8�2 8 5 5

桑谷山荘の催し

絶対お得！

夏休み企画

納涼生ビール祭
■期間／７月１日貂～３１日貅 
■特典／宿泊のかたに、生ビール中
ジョッキ１杯５００円を半額で提供 
　※夕食時の食堂利用に限る 
■料金／大人１泊２食４，４１０円～ 

バーベキュープラン

子ども会限定

■期間／７月２２日貂～８月２９日貊 
　平日のみ　午前１１時３０分～午後３時 
■場所／桑谷山荘バーベキュー場 
（８人用４炉） 
■内容／バーベキュー、入浴、スタ
ンプラリー 
■対象／市内の子ども会（１５人以上） 
■その他／送迎バスあり。 
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�
　

７
月
１６
日
貉
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

�
　

西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
や
は
ぎ
か

ん（
矢
作
町
）
�
　

円
滑
な
会
議
の
進
行
に
つ

い
て
学
ぶ
　

�
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
育
て
セ
ン

タ
ー
・
り
た
　

�
　

２０
人（
先
着
順
）
�
　

５
０

０
円
　

�
　

７
月
１０
日
貅
ま
で
に
電
話
で
。
 

　

西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
 

　�

３３�

3
6
6
5
 

   　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ク
ラ
フ
ト
講
習
会
 

「
壁
掛
け
ウ
エ
ル
カ
ム
フ
レ
ー
ム
作
り
」
 

�
　

７
月
２６
日
貍
　

�
　

葉
・
果
物
・
青
い
バ

ラ
な
ど
で
飾
り
玄
関
用
の
額
を
作
る
　

�
　

ラ

ッ
ピ
ン
グ
協
会
認
定
講
師
　
服
部
み
か
氏

�
　

２
５
０
０
円
 

         　

エ
ッ
グ
ア
ー
ト
講
習
会
 

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
作
り
」
 

�
　

７
月
２７
日
豸
　

�
　

鶏
卵
に
飾
り
付
け
し

て
宝
石
箱
を
作
る
　

�
　

エ
ッ
グ
ア
ー
ト
デ
ザ

イ
ン
認
定
講
師
　
中
江
佳
奈
美
氏
　

�
　

２
３

０
０
円
　

	
　

は
さ
み
 

　

共
　
通
 

�
　

午
前
１０
時
〜
正
午
　

�
　

ふ
れ
あ
い
ド
ー

ム
岡
崎（
下
青
野
町
）
�
　

各
２０
人（
先
着
順
）

�
　

７
月
７
日
豺
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
。 

　

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎�

４３�

0
1
2
3
 

    �
　

認
知
症
・
う
つ
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
の

た
め
の
講
話
、
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

�
　

医
師
・
保
健
師
・
作
業
療
法
士
　



　

市

内
在
住
の
６５
歳
以
上
。
各
会
場
で
全
日
程
参

加
で
き
る
か
た
　

�
　

各
２０
人（
抽
選
）
�
　

無

料
　

�
　

各
会
場
開
催
２
週
間
前
ま
で
に
市
役

所
長
寿
課
へ
電
話
で
。
 

            　

長
寿
課
介
護
予
防
班�

２３�

6
8
3
7
 

    　

消
防
設
備
士
試
験
 

�
　

試
験
／
８
月
３１
日
豸
＝
甲
種
特
類
・
第

４
類
、
乙
種
第
４
・
７
類
、
９
月
７
日
豸
＝

甲
種
第
１
・
２
・
３
・
５
類
、
乙
種
第
１
・

２
・
３
・
５
・
６
類
　

�
　

名
古
屋
工
学
院
専

門
学
校（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
�
　

７
月
７
日

豺
以
降
に
消
防
本
部
予
防
課（
朝
日
町
）・
各

消
防
署
所
・
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
西
三
河
県

民
事
務
所
内
）で
必
要
書
類
を
受
け
取
り
、

７
月
２２
日
貂
〜
３０
日
貉
に
譛
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部
（
〒
４６１
…
０
０
１
１

名
古
屋
市
東
区
白
壁
１
丁
目
５０
番
地
　
県
白

壁
庁
舎
２
階
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参
　

�
　

譛

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部�

０

５
２�

９
６
２�

１
５
０
３
 

　

消
防
設
備
士
試
験
予
備
講
習
会
 

�
　

７
月
３１
日
貅
「
基
礎
的
知
識
」
、
８
月

１
日
貊
「
第
４
類
」
、
８
月
４
日
豺
「
第
６

類
」
、
８
月
５
日
貂
「
第
１
類
」（
第
２
・
３
・

５
・
７
類
の
予
備
講
習
会
は
実
施
な
し
）

�
　

県
産
業
貿
易
館
西
館（
名
古
屋
市
中
区
）

�
　

案
内
書（
申
込
書
付
き
）を
予
防
課
・
各

消
防
署
所
・
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
で
受
け
取
り
、

７
月
１７
日
貅
〜
２５
日
貊
に
譛
愛
知
県
消
防

設
備
安
全
協
会
（
〒
４６１
…
０
０
１
１
　
名
古

屋
市
東
区
白
壁
１
丁
目
５０
番
地
　
県
白
壁
庁

舎
２
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
　

�
　

譛
愛
知

県
消
防
設
備
安
全
協
会�

０
５
２�

９
６
２

�

０
７
０
７
 

　

予
防
課
指
導
班�

２１�

9
8
6
0
 

    �
　

�
　

�
　

①
８
月
９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

正
午
／
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
〜
廃

用
症
候
群
を
防
ぐ
〜
、
日
本
福
祉
大
学
社
会

福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
講
師
　
飯
島
佳
代

氏
②
８
月
２３
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時

３０
分
／
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
工
夫
、
日
本
福
祉
大
学
健
康
科
学
部

非
常
勤
講
師
　
廣
瀬
玲
子
氏
　

�
　

市
役
所
福

祉
会
館
３
０
１
号
室
　



　

市
内
在
住
で
高
齢

者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族
や
介
護
に
つ
い

て
関
心
の
あ
る
か
た
　

�
　

３０
人（
抽
選
）
�

無
料
　

�
　

７
月
２５
日
貊
ま
で
に
電
話
で
。
 

　

長
寿
課
介
護
予
防
班�

２３�

6
8
3
7
 

    　

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
Ｐ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
 

　

グ
基
礎
 

�
　

８
月
９
日
貍
・
１０
日
豸
　



　

シ
ー
ケ
ン

ス
に
よ
る
制
御
を
学
習
し
た
い
か
た
　

�
　

７

月
２５
日
貊
必
着
 

　

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
Ｐ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
 

　

グ
応
用
 

�
　

９
月
１３
日
貍
・
１４
日
豸
　



　

プ
ロ
グ
ラ

ム
ツ
ー
ル
に
よ
る
開
発
を
学
習
し
た
い
か
た

�
　

８
月
２９
日
貊
必
着
 

　

共
　
通
 

�
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
　

�
　

各
１２

人
（
抽
選
）
�
　

各
５
３
０
０
円
　

�
　

往
復

は
が
き
・
E
メ
ー
ル
に
①
講
座
名
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
生
年
月

日
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
を
記
入
し
、
〒
４４４
…

０
８
０
２
　
市
内
美
合
町
字
平
端
２４
番
地
　

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校
へ
。
 

　

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校
 

　�

５１�

0
7
7
5
 

　

　o
k
a
za
k
i-s
e
n
m
o
n
k
o
@
p
re
f. 

　a
ic
h
i.lg
.jp
 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
講
座
 

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
の
講
習
 

脳
き
ら
り
塾
（
認
知
症
・
う
つ
・
 

閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室
）
 

消
防
設
備
士
試
験
と
 

予
備
講
習
会
 

家
庭
介
護
の
た
め
の
 

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ミ
ナ
ー
 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
 

（
在
職
者
対
象
訓
練
）
 

高年者センター 
岡崎 
（美合町） 

場　所 時　間 日　　程 

北部地域 
福祉センター 
（岩津町） 

南部地域 
福祉センター 
（下青野町） 

南部市民 
センター分館 
（羽根西新町） 

７月３０日、８月６日・ 
１３日・２０日・２７日 
の水曜日 

７月２５日、８月１日・ 
８日・１５日・２２日 
の金曜日 

８月１２日・１９日・ 
２６日・９月２日、９日 
の火曜日 

７月３０日、８月６日・ 
２０日・２７日・９月３日 
の水曜日 

午後１時３０分 
～３時３０分 

午前１０時 
～正午 
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�
　

岡
崎
商
工
会
議
所
（
竜
美
南
１
丁
目
） 

　

①
大
人
の
そ
ろ
ば
ん
講
座
 

�
　

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
　

�
２０
人
　

�
　

１
カ
月
２
千
円
 

　

②
親
子
体
験
そ
ろ
ば
ん
講
座
 

�
　

午
前
１０
時
〜
１０
時
５０
分
、
１１
時
〜
１１
時

５０
分
　

�
　

各
月
１５
組
　

�
　

１
カ
月
３
千
円（
親

子
２
人
分
） 

　

①
②
共
通
 

�
　

７
月
１２
日
〜
９
月
の
毎
週
土
曜
日
（
８

月
１６
日
を
除
く
）
�
　

日
本
珠
算
連
盟
岡
崎

協
議
会
会
員
　

�
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル（yam

am
oto@

okazakicci.or.jp

）
で

岡
崎
商
工
会
議
所
へ
。 

　

ハ
ン
グ
ル
講
座
 

�
　

李
英
順
氏
　

�
　

各
１８
人（
抽
選
）
�
　

２

万
２
千
円
　

�
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て
商
工
会
議

所
へ
直
接
 

            　

岡
崎
商
工
会
議
所
 

　�

５３�

6
1
6
3
　�

５３�

0
3
3
0

岡
崎
商
工
会
議
所
の
講
座
 

コース 

入門Ⅰ 

入門Ⅱ 

基　礎 

初　級 

 

中　級 

応　用 

月曜 

木曜 

月曜 

水曜 

 

月曜 

午後７時４０分 
　　～８時５０分 

８月１１日 
～１１月２４日 

８月１１日 
～１１月２４日 

８月２０日 
～１１月２６日 

８月１１日 
～１１月２４日 

８月２１日 
～１１月２７日 

午後２時３０分 
　　～３時４０分 
午後１時１０分 
　　～２時２０分 
午後２時３０分 
　　～３時４０分 

午後７時４０分 
　　～８時５０分 

午後６時２０分 
　　～７時３０分 

午後１時１０分 
　　～２時２０分 

午後６時２０分 
　　～７時３０分 

時　間 曜日 期　間 

施設めぐり 
　参加者募集 

■その他／ 
　・雨天決行 
　・初めてのかたを優先 
　・応募者多数の場合は、抽選（結果は代表者へ通知） 
　・応募はコースに関係なく１人１回 
　・中学生以下の参加は、保護者同伴に限る 
　・市政に関するアンケートを実施 
　・募集人員が１０人未満の場合は中止 

■申込方法／ 
　◆はがきでの応募 
　①希望日②参加者全員の住所③氏名（代表者に〇印）④年
齢⑤電話番号を記入し、〒４４４…８６０１　市役所広報広聴課
「おいでん施設めぐり」係へ。 
　◆ホームページからの応募 
　　市ホームページ・あいち簡易電子受付サービスで。 
■申込期限／７月１８日貊必着 

見　　学　　先 

開　　催　　日 

募　集　人　員 

集　合　時　間 

集　合　場　所 

解散予定時間  

参　　加　　料 

持　　ち　　物 

①岡崎鳳来教育林シャクナゲの里 ②額田地域施設 

個 人 募 集 の 日 程 な　ど 

８月５日貂・７日貅・２７日貉 ８月１３日貉・２１日貅・２２日貊 

午前８時４５分 

市役所　西庁舎１階市民ロビー 

午前９時 

午後４時 

各３０人 各２３人 

午後４時３０分 

無料 １，０００円（昼食代） 

弁当・水筒・筆記用具 水筒・筆記用具 

参　加　資　格 市内に在住しているかたで、個人または６人以下の小グループ（家族・友人など） 

見学コースと 
その他の 
注意事項 

長篠城址（新城市）→岡崎鳳来教育林シャクナゲの里 
（新城市）→愛知県民の森（新城市） 

・現地では傾斜地の山歩き（１時間）をします 
・鳳来教育林、県民の森で、水遊びが可能 
・動きやすい服装、歩きやすい靴で参加 

森の総合駅（樫山町）→千万町茅葺屋敷（千万町町、 
昼食）→おかざき自然体験の森（八ツ木町） 

かやぶき 

・自然体験の森では体験の森の昆虫を学び、千万町 
　茅葺屋敷ではそば打ち体験をします 
・動きやすい服装、歩きやすい靴で参加 

　市の施設などを見学し、行政の姿を認識し
ていただくとともに、ご意見などを広くお聴
きするための施設見学会を行います。 

広報広聴課広聴班　	 2 3
 6 0 2 8

個　人　募　集 

団　体　募　集 
■見学コース／市の施設を中心に４～５カ所くらいの見学先を選び、コースを決定
します。※すべてのコースで市役所東庁舎「防災展示コーナー」を見学します。 

■見学予定時間／午前９時～午後４時（集合出発時間＝午前８時４５分～９時） 
■対象／市内在住の２５～３０人の団体に限る。 
■応募方法／７月２９日貂までに電話で予約し、３０日貉午前１０時から市役所東庁舎 
　７０１号室で行う抽選会に参加 
■参加費／無料（入場料・拝観料などが必要な場合は参加者で負担） 
■その他／・集合地（１カ所のみ）まで送迎可　・雨天決行　　・軽装で 
　　　　　・昼食は参加団体で用意を　・市政に関するアンケートを実施 
　　　　　・初めての団体を優先 

９月 １１日貅、１７日貉、２５日貅 

１０日豺、１９日貉、２６日貉 

１日貉、７日貂、１５日貉、 
２３日貅、２９日貉 

１２回 

１０月 

１１月 

合計 

団体募集の日程 

４日貅 １２月 
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�
　

８
月
５
日
貂
・
１２
日
貂
・
１９
日
貂
　
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分（
全
３
回
）
�
　

岡
崎

げ
ん
き
館
１
階
多
目
的
室（
若
宮
町
）
�
　

楽

し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
で
体
力
づ
く

り
　

�
　

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
・
保
健
師
・

栄
養
士
　

�
　

小
学
１
〜
３
年
生
の
児
童
と
保

護
者
　

�
　

２０
組（
抽
選
）
�
　

無
料
　

�
　

運
動

の
で
き
る
服
装
・
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
バ

ス
タ
オ
ル（
ス
ト
レ
ッ
チ
用
）・
お
茶
　

�
　

７

月
１８
日
貊
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

①
８
月
健
康
づ
く
り
講
座
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥

電
話
番
号
を
、
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
岡
崎

支
部
　
竹
野
宅（	

４３


１
２
３
６
）、
岡
崎

げ
ん
き
館
市
民
会
議
事
務
局（�

２３


５
０

７
３
）へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
あ
い
ち
簡

易
電
子
受
付
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
申
込
可
　

�

７
月
下
旬
に
当
選
者
の
み
連
絡
 

　

保
健
所
総
務
課
企
画
班	

２３


6
8
0
7
 

    �
　

８
月
１９
日
貂
・
２１
日
貅
　
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
０
時
３０
分
　

�
　

大
平
市
民
セ
ン
タ

ー（
大
平
町
）
�
　

親
子
で
天
然
酵
母
の
無
添

加
動
物
パ
ン
を
作
る
　

�
　

岡
田
ふ
つ
子
氏
・

各
務
育
子
氏
・
神
谷
明
美
氏
　

�
　

各
１２
組（
抽

選
）
�
　

千
円
（
１
組
）
�
　

エ
プ
ロ
ン
・
ふ

き
ん
２
枚
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
　

�
　

往
復
は
が
き

に
①
希
望
日
（
ど
ち
ら
か
１
日
）
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
親
子
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）④
年

齢
（
学
年
）
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４

…
０
０
０
７
　
市
内
大
平
町
字
皿
田
６
番
地

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
「
親
子
パ
ン
作
り
」
係

へ
。
７
月
２６
日
貍
必
着
。
電
話
申
込
不
可
 

　

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー	

２２


0
1
6
2
 

   　

レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

�
　

８
月
１
日
〜
１１
月
２８
日
の
毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
　

�
　

岡
崎
中
央
総
合

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

�
　

市
内
在
住
の
女
性

�
　

９
５
０
０
円
　


　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

島
宅	

５２


７
３
９
５
 

　

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

�
　

８
月
５
日
〜
１１
月
２７
日（
８
・
９
月
毎

週
火
・
木
曜
日
　
午
前
７
時
〜
９
時
、
１０
・

１１
月
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
１１
時
）

�
　

岡
崎
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

�

市
内
在
住
、
在
勤
の
５５
歳
以
上
の
か
た
　

�

１
万
５
千
円
　


　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
　
磯

谷
宅	

２１


７
３
０
１
 

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

�
　

８
月
〜
１１
月
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
９
時
〜
１１
時（
１０
回
）
�
　

岡
崎
中
央

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

�
　

市
内
在
住
の

小
学
３
〜
６
年
生
　

�
　

２０
人
（
抽
選
）
�

８
千
円
　


　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
　
伊
藤
宅

	

３１


４
０
４
５
 

　

北
部
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

�
　

８
月
〜
１１
月
の
土
曜
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分（
月
３
回
）
�
　

岡
崎
信
用
金

庫
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
欠
町
）
�
　

市
内
在
住
の

中
学
生
　

�
　

６０
人（
先
着
順
）
�
　

８
千
円


　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
　
大
嶽
宅	

２３


１
４
３
５
 

　

共
　
通
 

�
　

往
復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
・
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４

…
０
８
５
４
　
市
内
六
名
本
町
７
番
地
　
体

育
協
会
「
○
○
教
室
」
係
へ
。
７
月
１８
日
貊

必
着
　

�
　

参
加
料
に
は
傷
害
保
険
料
を
含
む
。 

　

体
育
協
会	

５３


7
6
4
4
 

   �
　

８
月
１１
日
豺
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分
　

�
　

外
国
人
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
・

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｃ（
上
六
名
３
丁
目
）
�
　

オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
文
化
・
学
校
生
活
・
遊
び
を
紹
介

し
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
る
　

�
　

市
国
際
交
流

員
　
セ
ラ
・
リ
ネ
カ
ー
　

�
　

小
学
４
〜
６
年

生
　

�
　

２０
人（
抽
選
）
�
　

無
料
　

�
　

は
が

き
に
①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
学
年
④
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０
８
５
８

市
内
上
六
名
３
丁
目
３
番
地
４
　
国
際
交
流

協
会
へ
。
７
月
２５
日
貊
必
着
 

　

国
際
交
流
協
会	

５９


2
7
6
1
 

   �
　

８
月
２３
日
貍
・
２４
日
豸
（
１
泊
２
日
）

�
　

少
年
自
然
の
家
（
須
淵
町
）
�
　

キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
・
野
外
炊
飯
・
ゲ
ー
ム
・
班
別

活
動
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
会
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
　

�
　

岡

子
連
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、
市
子

ど
も
会
育
成
者
連
絡
協
議
会
　

�
　

市
内
の
小

学
５
・
６
年
生
　

�
　

８０
人
（
先
着
順
）
�

無
料
　

�
　

７
月
７
日
豺
〜
８
月
１
日
貊
に
市

役
所
社
会
教
育
課（
福
祉
会
館
４
階
）
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。
 

　

市
子
ど
も
会
育
成
者
連
絡
協
議
会
 

（
社
会
教
育
課
内
） 

　	

２３


6
2
2
1
　�

２３


6
6
4
3
 

   �
　

９
月
１９
日
貊
・
２６
日
貊
、
１０
月
６
日
豺
・

１０
日
貊
・
１７
日
貊
（
全
５
回
）
�
　

市
役
所

福
祉
会
館
３
０
１
号
室
　

�
　

託
児
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
の
心
構
え
や
基
礎
知
識
を
身
に
つ

け
る
　

�
　

大
学
講
師
ほ
か
　

�
　

市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
か
た（
学
生
不
可
）で
終
了
後
託

児
業
務
に
協
力
で
き
る
か
た
　

�
　

４０
人（
抽

選
）
�
　

無
料
　

�
　

往
復
は
が
き
（
１
人
１

枚
）
に
①
講
座
名
②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職

業
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
８
６
０
１
　
市
役
所

市
民
活
動
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
８
月
１５

日
貊
必
着
　

�
　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の

託
児
あ
り
（
は
が
き
に
⑦
子
ど
も
の
氏
名
⑧

年
齢
を
記
入
）。
 

　

市
民
活
動
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　	

２３


6
9
0
9
 

       　

平
成
２０
年
１０
月
採
用
 

�
　

昭
和
３７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
 

健
康
づ
く
り
講
座
 

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民
講
座
 

親
子
パ
ン
作
り
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ジ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
 

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
 

託
児
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
 

市
民
病
院
看
護
師
・
助
産
師
募
集
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有
資
格
者
　

�
　

２０
人
程
度（
助
産
師
は
若
干

名
）
 

　

平
成
２１
年
度
採
用
 

�
　

昭
和
３８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

有
資
格
者
ま
た
は
、
国
家
試
験
の
受
験
資
格

を
得
る
た
め
の
学
校
を
卒
業
若
し
く
は
平
成

２０
年
度
中
に
卒
業
見
込
み
で
資
格
取
得
見

込
み
の
か
た
　

�
　

８０
人
程
度（
助
産
師
は
若

干
名
）
 

　

共
　
通
 

�
　

試
験
／
８
月
９
日
貍
　

�
　

７
月
７
日
豺

か
ら
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
を
市
民
病
院
事

務
局
総
務
課
、
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
東
庁
舎
２
階
）、
各
支
所
で
受
け
取
り
、
７

月
１４
日
豺
〜
８
月
１
日
貊
に
市
民
病
院
事

務
局
総
務
課
へ
。
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
は

市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
. 

o
ka
za
kih
o
sp
ita
l.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
 

　

市
民
病
院
総
務
課
総
務
班
 

　�

６６�

7
0
1
0
 

    �
　

試
験
／
１１
月
５
日
貉
　
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
　

�
　

名
古
屋
国
際
会
議
場
白
鳥

ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
�
　

７
月
７

日
豺
〜
２５
日
貊
に
市
役
所
下
水
施
設
課（
西

庁
舎
５
階
）
で
願
書
を
受
け
取
り
、
７
月
１４

日
豺
〜
３１
日
貅
に
下
水
施
設
課
へ
直
接
（
郵

送
不
可
）
�
　

日
本
下
水
道
協
会
愛
知
県
支

部�

０
５
２�

９
７
２�

３
７
３
６
 

　

下
水
施
設
課
排
水
設
備
班
 

　�

２３�

6
5
6
9

平
成
２０
年
度
愛
知
県
排
水
設
備
 

工
事
責
任
技
術
者
試
験
 

国保年金課医療助成班　� 2 3	 6 1 4 8

後期高齢者医療制度の医療機関などでの 
窓口負担の割合判定の方法が変更になります 

新しい後期高齢者 
医療被保険者証を 
お送りします 

　現在お持ちの保険証の有効期限は７月３１日までです。８月１日から使用し
ていただく保険証を、７月中旬から下旬にかけて配達記録郵便で送ります。 
　保険証の色が水色から桜色に変わります。 
　８月１日以降に医療機関などで受診するときは、必ず新しい保険証を提示
してください。（水色の保険証は８月以降に市役所国保年金課（東庁舎１階）
または各支所に返却してください。） 

住民税の課税所得が１４５万円以上 
※　判定対象となるかたが一人でも上記に該当すると、世帯の被保険者は全員３割となります。 
※　平成１８年８月に導入された住民税の課税所得が１４５万円以上２１３万円未満のかたに対する経過措置は、７月で終
了します。 

下記、いずれかに該当し申請をした場合、翌月より１割
に変更 
ア．同一世帯に他の判定対象者がいないかた・・・被保険
者本人の収入が３８３万円未満 

イ．同一世帯に他の判定対象者がいるかた・・・同一世帯
の後期高齢者医療被保険者収入の合計額が５２０万円
未満 

【対象者】 
　同一世帯の被保険者が１人であり３割負担となるかた
で、同一世帯の前期高齢者のかた（※１）を含む収入が
５２０万円未満のかた 
【内容】 
　１カ月の自己負担限度額が以下のように軽減されます。 
・外来のみ　　４４，４００円⇒１２，０００円 
・外来＋入院　約８０，０００円（※２）⇒４４，４００円 
※負担割合は３割です。 
※平成２２年７月までの経過措置です。 

下記、いずれかに該当し申請をした場合、翌月より
１割に変更 
ア．同一世帯に他の判定対象者がいないかた・・・被
保険者本人の収入が３８３万円未満 

イ．同一世帯に他の判定対象者がいるかた・・・同一
世帯の被保険者と７０歳～７４歳のかたの収入の
合計額が５２０万円未満 

※　平成１８年８月に導入された収入が３８３万円以上
４８４万円未満のかた（上記のイに該当する場合
は５２０万円以上６２１万円未満）に対する経過措置
は、７月で終了します。 

８月以降 ７月まで 

※１　７０歳から７４歳の高齢受給者証をお持ちのかた　　　※２　かかった医療費の総額により、加算があります。 

後期高齢者医療保険料につきましては、確定後にお知らせします。 

負担割合が 
３割となる 
基準額 

新たに 
導入される 
経過措置 

基準収入額 
適用申請 

負担割合の 
判定対象者 

基準となる 
収入の期間 平成２０年度住民税（平成１９年中所得） 平成１９年度住民税（平成１８年中所得） 

同一世帯の被保険者 同一世帯の被保険者と７０歳～７４歳のかた 
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�
　

テ
ー
マ
／
ご
み
問
題
を
表
す
も
の
。
「
不

要
な
も
の
は
買
わ
な
い
」
、「
ご
み
の
排
出

を
抑
え
よ
う
」
、「
資
源
と
ご
み
を
分
別
し

よ
う
」
、「
ご
み
の
出
し
方
を
守
ろ
う
」
、「
リ

サ
イ
ク
ル
を
し
よ
う
」
、「
物
を
再
利
用
し

よ
う
」
な
ど
。
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
白
の
画

用
紙
（
横
書
き
限
定
、
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
入
れ
る
）
�
　

市
内
在
住
ま
た
は

在
学
の
小
中
学
生
　

�
　

各
学
校
で
配
布
す
る

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
の
裏

面
右
下
に
張
り
、
市
役
所
ご
み
対
策
課
（
福

祉
会
館
５
階
）
へ
。
９
月
５
日
貊
必
着
　

�

①
作
品
は
１
人
１
点
で
自
作
の
も
の
②
応
募

票
に
記
入
の
な
い
作
品
は
審
査
対
象
外
③
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
④
作
品
の
使
用
権

は
市
に
帰
属
⑤
優
秀
作
品
２
点
を
ご
み
収
集

車
の
絵
と
し
て
採
用
⑥
子
ど
も
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム（
１２
月
１３
日
開
催
予
定
）
で
表
彰
 

　

ご
み
対
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
班
 

　�

２３�

6
7
2
4
 

    �
　

７
月
２７
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
　

�
　

岡

崎
げ
ん
き
館
（
若
宮
町
）
�
　

２０
〜
３３
歳
の

市
内
男
性
農
業
後
継
者
と
、
米
の
粉
を
利
用

し
た
パ
ン
づ
く
り
・
地
元
農
産
物
の
料
理
・

交
流
会
　

�
　

１８
歳
以
上
の
独
身
女
性（
高
校

生
不
可
）
�
　

２０
人（
先
着
順
）
	
　

１
５
０

０
円
　

�
　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０
８
０
２
　
市

内
美
合
町
字
並
松
１
番
地
２
　
県
西
三
河
農

林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
へ
。
７
月

１４
日
豺
必
着
。
電
話
申
込
可
 

　

県
西
三
河
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
 

　

及
課�

５３�

1
5
5
2
　


５３�

1
6
7
7
 

　

　n
is
h
im
ik
a
w
a
-fu
k
y
u
@
p
re
f. 

　a
ic
h
i.lg
.jp
 

   

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
 

�
　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
か
た
　

�
　

年
間

を
通
じ
て
　

�
　

試
験
日
は
受
付
時
に
案
内
 

　

各
種
制
度
説
明
会
 

�
　

７
月
１２
日
貍
・
１３
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
６
時
　

�
　

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所
（
朝
日

町
）
�
　

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所
へ
電
話
で
。
 

　

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所�

２１�

7
3
0
3
 

　

総
務
文
書
課
総
務
選
挙
班
 

　�

２３�

6
0
3
9
 

    �
　

会
議（
平
日
７
回
程
度
）に
出
席
し
、
商

工
振
興
計
画
の
策
定
に
関
し
て
意
見
を
述
べ

る
。
任
期
／
平
成
２２
年
３
月
ま
で
。
会
議
出

席
に
際
し
報
酬
を
支
給
　

�
　

市
内
在
住
、
在

勤
の
１８
歳
以
上
の
か
た（
他
の
審
議
会
委
員

と
の
重
複
は
不
可
）
�
　

２
人
程
度
　

�
　

所

定
の
応
募
用
紙
に
「
岡
崎
市
の
商
工
振
興
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
論
文
（
８
０

０
字
程
度
）
を
添
え
て
、
〒
４４４
…
８
６
０
１

市
役
所
商
工
労
政
課（
西
庁
舎
地
下
１
階
）へ

直
接
ま
た
は
郵
送
。
７
月
２８
日
豺
必
着
　

�

結
果
は
８
月
上
旬
に
応
募
者
全
員
に
通
知
 

　

商
工
労
政
課
商
工
振
興
班
 

　�

２３�

6
2
1
2
 

        �
　

主
な
施
策
／
▼
人
に
や
さ
し
く
安
全
安

心
な
交
通
体
系
の
整
備
▼
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
活
気
づ
け
る
交
通
体
系
の
整
備
▼
環
境
に

や
さ
し
い
交
通
体
系
の
整
備
▼
交
流
を
促
進

す
る
円
滑
で
快
適
な
交
通
体
系
の
整
備
　

�

詳
し
い
内
容
は
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
東
庁
舎
２
階
）・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。
 

　

政
策
推
進
課
交
通
政
策
班
 

　�

２３�

6
4
8
6
 

   �
　

８
月
２４
日
豸
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

３
時
３０
分
　

�
　

福
祉
の
村
・
友
愛
の
家（
欠

町
）
�
　

市
内
在
宅
の
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
で
歯
科
治
療
が
困
難
な
か
た
　

�
　

１

０
０
人
（
先
着
順
）
�
　

７
月
１４
日
豺
ま
で

に
電
話
で
。
 

　

障
害
福
祉
課
障
害
班�

２３�

6
1
1
3
 

   �
　

保
護
者
が
疾
病
、
出
産
、
事
故
な
ど
に
 

環
境
推
進
事
業
ポ
ス
タ
ー
募
集
 

グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
 

参
加
女
性
募
集
 

商
工
振
興
計
画
策
定
委
員
会
 

委
員
募
集
 

自
衛
官
募
集
 

心
身
障
害
者
歯
科
無
料
健
診
 

子
育
て
短
期
支
援
事
業
 

市
総
合
交
通
政
策
を
 

策
定
し
ま
し
た
 

安全安心課交通安全班　� 2 3� 6 2 3 8

7月11日（金）～20日（日）は夏の交通安全市民運動 
　夏本番を迎え、海や山のレジャーの本格的なシーズン到来となります。 
　この時期は、例年、夏の開放感から飲酒運転やスピードの出し過ぎ
による重大事故の多発が懸念されます。 
　また、外出の機会が増える子どもたちや体力低下が心配される高齢
者が、暑さのために注意力が散漫になり、交通事故に巻き込まれる危
険が高まります。 
　そこで、この時期に合った重点的かつ効率的な交通安全運動を全市
的に展開することにより、市民一人ひとりの交通安全意識を高め、交
通事故防止を図ります。 

■重点目標 

・飲酒運転を根絶しよう 

・子どもや高齢者を交通事故 
　から守ろう 

・後部座席を含むシートベルトとチャイ 
　ルドシートを正しく着用しよう 
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よ
り
一
時
的
に
児
童
の
養
育
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
、
短
期
間（
原
則
と
し
て
７
日
以
内
）

施
設
で
保
護
養
育
し
ま
す
　

�
　

利
用
者
の
負

担
金
／
２
歳
未
満
児
１
日
５
３
５
０
円
以
内
、

２
歳
以
上
児
１
日
２
７
５
０
円
以
内
（
負
担

金
は
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
 

　

こ
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
班
 

　�

２３�

6
7
4
5
 

   　
迷
子
・
事
故
な
ど
で
、
毎
年
た
く
さ
ん
の

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
保
護
さ
れ
、
そ
の

う
ち
の
多
く
は
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え

て
、
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
は
飼
い
主
の
責
務
で
す
。
犬
の
場
合
は
鑑

札
ま
た
は
注
射
済
票
、
猫
な
ど
そ
の
他
の
ペ

ッ
ト
に
は
飼
い
主
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
た
名
札
ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
な
ど
を
付
け
、
飼
い
主
が
誰
か
を
明
ら
か

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

            　

動
物
総
合
セ
ン
タ
ー�

２７�

0
4
4
4

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
さ
ん
へ
 

障害者自立支援法によるホームヘルプサービスの利用において、境界層該当の適用を
受け、訪問介護の負担額が０円となっていたかたのうち、次のいずれかに該当するかた 
（１）６５歳到達以前１年間に障害者施策によるホームヘルプサービスを利用していた 
（２）４０歳から６４歳までのかた 

平成１２年３月３１日以前から特別養護老人ホームに入所しているかたのうち、市民税が世帯
非課税であって、利用者負担を１割とすると介護保険法施行前の費用徴収額を上回るかた 

特別地域訪問介護加算が適用され、かつ減額事業所として申し出をした社会福祉法人
などを利用しているかたのうち、本人が市民税非課税で、生活保護や他の軽減制度によ
る訪問介護の利用者負担額の軽減を受けていないかた 

減額事業所として申し出をした社会福祉法人などを利用しているかたのうち、生活保護
を除く市民税世帯非課税で①から⑤の要件を満たし市が特に生計困難と認めたかた 
①年間収入が１５０万円（１人ごとに５０万円を加算）以下であること 
②預貯金が３５０万円（１人ごと１００万円を加算）以下であること 
③資産がないこと 
④扶養親族がいないこと 
⑤保険料の滞納がないこと 

次の①～③すべてを満たすかたで適用除外要件にあてはまらないかた 
①保険料の所得段階が第１段階または第２段階であること 
②本人の前年の対象収入が６０万円以下のかた（収入には遺族年金・遺族恩給・障害年金・
老齢福祉年金・雇用保険・親族からの仕送りなど、あらゆる収入が含まれます） 
③保険料の所得段階が第１または第２段階に属するかたで、前年の世帯収入の合計が
２人世帯で１２０万円（１人ごとに３５万円を加算）以下であること 
■適用除外の要件（市民税課税者からの生計の援助など） 
※他の軽減措置を受けている場合でも、この助成は受けられます。 

減額事業所として申し出をした社会福祉法人などを利用しているかたのうち、生活保護
を除く市民税世帯非課税で①から⑤の要件を満たし市が特に生計困難と認めたかた 
①年間収入が１５０万円（１人ごとに５０万円を加算）以下であること 
②預貯金が３５０万円（１人ごと１００万円を加算）以下であること 
③資産がないこと 
④扶養親族がいないこと 
⑤保険料の滞納がないこと 

９㌫ 

７．５㌫ 
（利用者負担第１　 
　段階のかたは５㌫） 

７．５㌫ 
（利用者負担第１　 
　段階のかたは５㌫） 

本人負担１０㌫の 
のち５㌫を償還払い 

本人負担なし・３㌫・ 
５㌫のいずれか 

本人負担なし 

訪問介護（利） 
通所介護（利・食） 
認知症対応型通所介護 
（利・食） 
短期入所生活介護 
（利・食・居） 

短期入所生活介護及び 
短期入所療養介護 
（食・居） 

特別養護老人ホーム 
（食・居） 
老人保健施設（食・居） 
介護療養型施設（食・居） 

特別養護老人ホーム 
（利・食・居） 

特別養護老人ホーム（利） 

訪問介護、訪問入浴介護、
訪問看護、訪問リハビリ
テーション、通所介護、通
所リハビリテ－ション、居
宅療養管理指導、福祉用
具貸与、短期入所生活介
護、短期入所療養介護（利） 

長寿課介護給付班　� 2 3� 6 6 8 2

　介護保険制度では、介護サービスを利用した場合の本人負担割合が原則１０㌫となっていますが、 
市では次に該当するかたに利用料本人負担額の減免・減額制度があります（すべて申請が必要です）。 

介護サービス利用料本人負担の減免・減額 

（注）①その他風水害、震災などによる減免措置もあります。②（利）＝利用者負担額、（食）＝食費、（居）＝居住費及び滞在費 

訪問介護（利） 

サービス種類など 本人負担割合など 認定条件など 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
 

※（　）内は特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の額 

次のとおり所得に応じた負担限度額（日額）が設定されます。 

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯 
全員が市民税非課税のかた 
世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と 
合計所得金額の合計が８０万円以下のかた 
世帯全員が市民税非課税で第１段階及び第２段 
階に該当しないかた 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

対　　　象　　　者 
居住費（滞在費）の限度額 

食費の 
限度額 

ユニット型 
個室 

ユニット型 
準個室・従 
来型個室 

多床室 

３００円 

３９０円 

６５０円 

０円 

３２０円 

３２０円 

８２０円 

８２０円 

１，６４０円 

４９０円 

４９０円 

１，３１０円 

（３２０円） 

（４２０円） 

（８２０円） 
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�
　

新
し
い
負
担
割
合
／
▼
生
活
保
護
世
帯

＝
負
担
な
し
▼
市
民
税
非
課
税
世
帯
＝
２
㌫

▼
市
民
税
所
得
割
額
１６
万
円
未
満
（
児
童
の

場
合
は
市
民
税
所
得
割
額
の
世
帯
合
計
２８
万

円
未
満
）
＝
４
㌫
▼
市
民
税
所
得
割
額
１６
万

円
以
上
（
児
童
の
場
合
は
市
民
税
所
得
割
額

の
世
帯
合
計
２８
万
円
以
上
）
＝
６
㌫
▼
そ
の

他
＝
１０
㌫
　

�
　

所
得
や
収
入
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
（
１８
歳
以
上
）
本
人
、
配
偶
者
で
判

断
（
障
害
児
は
従
前
ど
お
り
世
帯
で
判
断
） 

　

障
害
福
祉
課
障
害
班�

２３�

6
1
5
4
 

    　

中
小
企
業
者
制
度
融
資
あ
っ
せ
ん
 

�
　

市
内
の
中
小
企
業
者
の
た
め
の
制
度
融

資
の
あ
っ
せ
ん
　

�
　

市
内
に
一
定
の
事
業
所

が
あ
り
、
申
込
日
以
前
に
事
業
を
営
み
（
創

業
資
金
を
除
く
）、
市
税
な
ど
を
完
納
し
て

い
る
か
た
▼
資
金
の
使
い
道
／
①
設
備
資
金

＝
事
業
用
の
建
物
の
建
設
や
増
改
築
、
工
場

の
機
械
購
入
、
事
務
機
器
の
近
代
化
な
ど
、

事
業
用
設
備
の
購
入
や
買
い
替
え
る
の
に
必

要
な
資
金
②
運
転
資
金
＝
商
品
の
仕
入
れ
代

金
の
支
払
い
な
ど
、
事
業
の
経
営
に
必
要
な

資
金
▼
融
資
あ
っ
せ
ん
で
き
な
い
業
種
／
貸

金
業
な
ど
の
金
融
業
、
興
信
所
、
信
用
調
査

所
な
ど
の
興
信
業
、
風
俗
営
業
関
係
の
遊
興

飲
食
業
（
一
部
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
）、

パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
な
ど
の
社
交
的
娯
楽
業
、

農
林
水
産
業
、
各
種
非
営
利
団
体
、
そ
の
他

愛
知
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
除
外
業
種
▼

融
資
あ
っ
せ
ん
対
象
と
な
ら
な
い
か
た
／
信

用
保
証
協
会
の
代
位
弁
済
を
受
け
て
、
現
在

求
償
権
が
残
存
し
て
い
る
か
た
、
不
渡
り
処

分
に
よ
り
金
融
機
関
と
取
引
停
止
中
の
か
た
、

許
認
可
な
ど
を
必
要
と
す
る
事
業
で
、
当
該

許
認
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
な
い
か
た
な
ど
 

　

特
定
中
小
企
業
者
の
保
証
認
定
 

�
　

特
定
中
小
企
業
者
（
業
況
の
悪
化
し
て

い
る
指
定
業
種
を
営
む
事
業
者
や
指
定
金
融

機
関
か
ら
の
借
入
が
減
少
し
て
い
る
事
業
者
）

の
認
定
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
認
定
を
受

け
る
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
が
利
用
可
 

　

資
金
繰
り
円
滑
化
借
換
保
証
制
度
 

�
　

保
証
付
借
入
金
の
借
換
や
複
数
の
保
証

付
借
入
金
の
債
務
一
本
化
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
中
小
企
業
者
の
月
々
の
返
済
額
の

軽
減
な
ど
を
推
進
し
、
中
小
企
業
者
の
資
金

繰
り
を
円
滑
に
す
る
制
度
 

　

商
工
労
政
課
金
融
班�

２３�

6
2
1
5
 

    ▼
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
の
場
合
、
罰

金
額
の
上
限
が
２
万
円
か
ら
５０
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

▼
産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
に
つ
い
て
、

最
低
賃
金
法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、

労
働
基
準
法
の
賃
金
全
額
払
い
違
反
の
罰
則

（
罰
金
の
上
限
額
３０
万
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

▼
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
者

な
ど
に
関
す
る
適
用
除
外
が
廃
止
さ
れ
、
最

低
賃
金
の
減
額
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
 

▼
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
地

域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

▼
最
低
賃
金
額
の
表
示
が
、
時
間
額
の
み
に

な
り
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.aichi-rodo.go.jp/

）
で
。
 

　

商
工
労
政
課
労
政
班�

２３�

6
3
5
1
 

   　
災
害
に
よ
り
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
に

次
の
よ
う
な
被
害
や
損
害
を
受
け
た
場
合
は

未
到
来
の
納
期
分
に
限
り
、
固
定
資
産
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

①
土
地
／
被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
２
割
以
上
 

②
家
屋
／
当
該
家
屋
の
価
格
の
２
割
以
上
 

③
償
却
資
産
／
事
業
用
償
却
資
産
の
価
格
の

２
割
以
上
 

　

減
免
申
請
書
の
提
出
期
限
 

　
被
害
や
損
害
を
受
け
た
日
か
ら
１
カ
月
以

内
。
※
申
請
書
は
市
役
所
資
産
税
課
（
東
庁

舎
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。
 

　

資
産
税
課
　

土
地
１
班
　�

２３�

6
1
0
0
 

　

　
　
　
　
　

家
屋
１
班
　�

２３�

6
0
9
7
 

　

　
　
　
　
　

償
却
資
産
班�

２３�

6
0
9
4
 

    �
　

７
月
１
日
貂
〜
８
月
３１
日
豸
　

�
　

ス
ロ

ー
ガ
ン
／
非
行
の
芽
　
は
や
め
に
つ
も
う
　

み
な
我
が
子
 

 

暴
走
族
追
放
強
調
月
間
 

�
　

７
月
１
日
貂
〜
３１
日
貅
　

�
　

ス
ロ
ー
ガ

ン
／
暴
走
を
「
し
な
い
」
「
さ
せ
な
い
」
「
見

に
行
か
な
い
」
〜
暴
走
族
　
な
く
し
て
住
み

よ
い
　
ま
ち
づ
く
り
 

　

社
会
教
育
課
青
少
年
班�

２３�

6
2
2
1
 

    　
保
健
所
食
品
衛
生
監
視
員
に
よ
る
実
地
審

査
、
自
主
管
理
サ
ポ
ー
ト
指
導
員
に
よ
る
認

定
会
議
に
よ
り
、
現
在
８
施
設
を
認
定
▼
認

定
施
設（
５０
音
順
）
／
和
泉
屋
支
店（
井
田
町
）・

か
し
や
ま（
樫
山
町
）・
加
藤
乳
販（
日
名
中

町
）・
と
き
わ
食
品
㈱（
大
門
４
丁
目
）・
日

乃
出
軒（
福
岡
町
）・
ム
ツ
ミ
フ
ー
ズ（
土
井

町
）・
明
治
牛
乳
岡
崎
セ
ン
タ
ー（
中
町
）・

焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
豊
造（
牧
御
堂
町
）
 

　
こ
の
制
度
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

保
健
所
の
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
 

　

生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
班
 

　�

２３�

6
0
6
8
 

    　

防
ご
う
犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
 

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。 

　

生
活
福
祉
課
援
護
班�

２３�

6
1
4
5
 

   　
文
化
財
を
保
存
し
、
市
民
の
文
化
向
上
に
 

７
月
１
日
か
ら
障
害
者
（
児
）
 

日
常
生
活
用
具
費
支
給
事
業
の
 

利
用
者
負
担
割
合
を
変
更
 

が
ん
ば
る
中
小
企
業
者
を
 

応
援
し
ま
す
 

７
月
１
日
か
ら
最
低
賃
金
法
が
 

変
わ
り
ま
し
た
 

７
月
・
８
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
 

に
取
り
組
む
県
民
運
動
強
調
期
間
 

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
 

運
動
」
強
調
月
間
 

固
定
資
産
税
の
減
免
 

新
た
に
文
化
財
を
指
定
し
ま
し
た
 

食
品
衛
生
管
理
が
優
秀
な
 

施
設
の
認
定
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役
立
て
る
た
め
に
、
新
た
に
２
件
の
文
化
財

を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
指
定

文
化
財
は
２
５
１
件
、
国
・
県
指
定
を
合
わ

せ
て
３
１
７
件
と
な
り
ま
し
た
。
 

     　

社
会
教
育
課
文
化
財
班�

２３�
6
1
7
7
 

    �
　

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
し
た

非
木
造
住
宅
（
鉄
骨
造
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
い
ず
れ
か
の
一
戸
建
住
宅
）
の
耐
震
診
断

費
・
耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
（
要
事
前
相

談
）
�
　

詳
し
く
は
、
市
役
所
建
築
指
導
課

で
確
認
を
。
 

　

建
築
指
導
課
相
談
班�

２３�

6
7
0
9
 

    �
　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
建

物
／
①
今
後
も
使
用
す
る
②
多
数
の
か
た
が

共
同
で
利
用
す
る
③
露
出
し
て
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
（
分
析
調
査
に

つ
い
て
は
施
工
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）

必
ず
事
前
に
相
談
を
　

�
　

補
助
額
／
　

分
析

調
査
費
　

費
用
の
３
分
の
２（
上
限
１０
万
円
）、

　

改
修（
除
去
な
ど
）
費
用
の
３
分
の
２
（
上

限
１
８
０
万
円
）
�
　

市
役
所
建
築
指
導
課

（
西
庁
舎
１
階
）へ
直
接
。
建
物
の
所
有
者
（
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
）に
限
る
　

�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
建
築
指
導
課

の
ペ
ー
ジ
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
を
。
 

　

建
築
指
導
課
総
務
班�

２３�

6
7
1
6
 

    　
市
内
の
市
民
活
動
団
体
を
分
野
別
に
紹
介

し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
東
庁
舎
２
階
）、
各
支

所
、
図
書
館（
中
央
・
額
田
）、
各
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
や
団
体
間
の
交
流
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
お
か
ざ
き
市
民
活
動
情
報
ひ
ろ
ば
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
班
 

　�

２３�

6
4
9
1
 

    �
　

銅
製
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
（
フ
リ
ー
サ
イ

ズ
）
と
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
市
役
所
環
境
保
全

課
（
福
祉
会
館
５
階
）
で
あ
っ
せ
ん
　

�
　

１

個
６
０
０
円
　

�
　

効
果
／
①
網
目
が
１
㍉
と

細
か
い
た
め
、
排
水
の
汚
れ
を
２
〜
３
割
程

度
き
れ
い
に
で
き
る
②
銅
イ
オ
ン
の
殺
菌
効

果
で
ぬ
め
り
が
付
着
し
に
く
く
目
詰
ま
り
が

少
な
い
（
手
入
れ
が
簡
単
）
。
 

　

環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
 

　�

２３�

6
8
6
1

非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
 

耐
震
改
修
費
補
助
 

建
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
 

（
石
綿
）
対
策
費
補
助
 

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
・
 

三
角
コ
ー
ナ
ー
の
あ
っ
せ
ん
 

市
民
活
動
団
体
を
紹
介
し
た
 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
 

建
造
物
 

種
別
 

員
数
 
所
有
者
 

名
　
　
称
 

１
棟
 

１
棟
 宗
教
法
人
 

大
樹
寺
 

大
樹
寺
本
堂（
鴨
田
町
） 

大
樹
寺
開
山
堂（
鴨
田
町
） 

だ
い
じ
ゅ
　

じ
　
ほ
ん
ど
う
 

　
　
　
　
　
　

か
い
ざ
ん
ど
う
 

地震に襲われた家族が 
３日間をどのように暮 
らしたかを紹介します。 

「暮らしの中に防災を」 
～行ってみよう！ 市役所防災展示コーナー～ 

安 全 
安 心 だ よ り №52

　突然、岩手・宮城地方のような大地震が起こったら－  
　市役所防災展示コーナー（東庁舎１階）では、自宅でできる備え
を中心に、災害時に役立つ知識を紹介しています。 
　家族とあなたの身を守るために、防災について考えてみませんか。 

地震のしくみ 

■開館時間／平日：午前８時３０分～午後５時１５分 
■休　館　日／土･日曜日・祝日･年末年始 
■問い合わせ先／防災課防災企画班�23�6533

海溝型地震と活断層型地震のメカニズムを紹介します。 

大画面と照明効果、音響 
による映像を放映します。 

ある被災家族の情景 
災害時の状況を模型を使って表現しています。 

液状化現象 
液状化のメカニズムを実験できます。 

立体ハザードマップ 
自宅周辺の被害想定、土砂災害の危険区域などが調べられます。 

家屋の耐震化 
耐震構造の違いにより住宅の揺れ方がどのように変わるか実験できます。 

家具の固定 
家具を固定する必要性を実験できます。 

災害映像シアター 

ある家族の3日間 
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�
　

７
月
１４
日
豺
〜
１８
日
貊
　
※
レ
ス
ト
ラ

ン
「
セ
レ
ー
ノ
」
は
１４
日
豺
、
１５
日
貂
の
み

休
業
。
 

　

美
術
博
物
館�

２８�

5
0
0
0
 

   ▼
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
め
ま
し
ょ
う
！
 

▼
犬
・
猫
の
飼
い
主
は
、
ふ
ん
を
放
置
せ
ず

に
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！
 

▼
土
地
を
管
理
す
る
か
た
は
、
雑
草
を
早
め

に
刈
り
取
る
な
ど
、
不
法
投
棄
が
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！
 

▼
ご
自
宅
の
周
り
も
点
検
を
兼
ね
て
清
潔
に

保
ち
ま
し
ょ
う
！
 

　

環
境
保
全
課
環
境
美
化
班
 

　�

２３�

6
1
1
0
 

    　
最
近
、
野
鳥
の
ヒ
ナ
を
巣
ご
と
持
ち
去
っ

た
り
、
野
鳥
を
無
許
可
で
捕
ま
え
た
り
す
る

人
が
い
ま
す
。
鳥
獣
保
護
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
次
の
行
為
は
、
最
高
１
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。
 

▼
野
鳥
を
無
許
可
で
捕
獲
す
る
こ
と
 

▼
無
許
可
で
捕
獲
し
た
野
鳥
を
売
買
す
る
こ

と
。
ま
た
、
譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け
た
り

す
る
こ
と
 

▼
許
可
な
く
、
野
鳥
を
飼
養
す
る
こ
と
 

　
野
鳥
の
違
法
捕
獲
・
不
法
飼
養
を
追
放
し

て
大
切
な
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
違
法
行
為
を
見
か
け
た
ら
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

　

自
然
共
生
課
自
然
保
護
班
 

　�

２３�

6
1
8
8
 

    　
外
国
産
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
日
本
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
の
食
べ

物
や
住
む
場
所
が
奪
わ
れ
る
 

▼
外
国
産
と
日
本
産
の
雑
種
が
で
き
る
こ
と

で
日
本
の
固
有
種
が
失
わ
れ
る
 

▼
外
国
の
病
気
を
広
め
る
 

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
に
も
と
も
と
住

ん
で
い
た
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
絶
滅

し
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
日
本

の
自
然
を
守
る
た
め
に
も
、
外
国
産
の
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
は
絶
対
に
逃
が
し
た
り

捨
て
た
り
し
な
い
で
、
必
ず
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

　

自
然
共
生
課
自
然
保
護
班
 

　�

２３�

6
1
8
8
 

    　
沖
縄
県
・
奄
美
群
島
・
ト
カ
ラ
列
島
・
小

笠
原
諸
島
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
農
作

物
に
被
害
を
与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ

な
ど
の
特
別
な
病
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
他
地
域
へ
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
た
め
、
植
物
防
疫
法
に
基
づ
き
、

そ
の
寄
主
と
な
る
植
物
の
移
動
が
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
、
奄
美
群
島
の

一
部
で
は
、
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
な

ど
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
か
ん
き
つ
類
・

ゲ
ッ
キ
ツ
な
ど
の
苗
木
類
の
移
動
も
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
旅
行
者
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

　

農
務
課
園
芸
班�

２３�

6
2
0
6
 

   　
市
政
だ
よ
り
６
月
１５
日
号
４
ペ
ー
ジ
、
特

集
「
平
成
１９
年
度
財
政
状
況
」
の
う
ち
市
有

財
産
の
表
内
で
、
平
成
１９
年
３
月
３１
日
現
在

の
「
土
地
」「
有
価
証
券
ほ
か
」
の
数
字
に
誤

り
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
７
３
８
万
６
６
９

５
平
方
㍍
、
３
０
０
億
６
４
２
３
万
円
（
う

ち
基
金
２
４
０
億
３
５
７
２
万
円
）
と
訂
正

し
ま
す
。
 

         　

お
い
で
ん
フ
ァ
イ
ナ
ル
 

�
　

７
月
２６
日
貍
　
午
後
４
時
〜
８
時
３０
分

（
小
雨
決
行
）
�
　

名
鉄
豊
田
市
駅
〜
国
道
１

５
３
号
　

�
「
マ
イ
タ
ウ
ン
お
い
で
ん
」
で

選
出
さ
れ
た
踊
り
連
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
Ｏ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
に
合
わ
せ
て
、
パ
レ
ー
ド
型
で

踊
り
ま
す
。
 

　

花
火
大
会
 

�
　

７
月
２７
日
豸
　
午
後
７
時
１０
分
〜
９
時

�
　

矢
作
川
河
畔（
白
浜
公
園
一
体
／
名
鉄
豊

田
市
駅
か
ら
徒
歩
１０
分
）
�
　

約
１
万
５
千

発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
仕
掛
け
花

火
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
夜
空
を
奏
で
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
花
火
、
圧
巻
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
大
瀑
布

な
ど
。
※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、名

鉄
三
河
線（
豊
田
市
駅
下
車
）や
愛
知
環
状
鉄

道（
新
豊
田
駅
下
車
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　

豊
田
お
い
で
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
 

（
豊
田
市
商
業
観
光
課
内
） 

　�

0
5
6
6�

３４�

6
6
4
2
 

   �
　

８
月
１
日
貊
〜
３
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１０
時
　

�
　

中
心
市
街
地
一
帯
（
Ｊ
Ｒ
安

城
駅
・
名
鉄
南
安
城
駅
下
車
）
�
　

大
き
な

ク
ス
玉
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
仕
掛
け
物
、
涼

風
に
そ
よ
ぐ
５
色
の
吹
き
流
し
な
ど
千
本
の

笹
竹
が
飾
ら
れ
、
三
河
の
夏
を
彩
る
　

主
な

催
し
　
８
月
１
日
貊
　

七
夕
親
善
大
使
市
中

パ
レ
ー
ド
（
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分
／

七
夕
通
り
）、
三
河
万
歳
（
午
後
５
時
４０
分

〜
６
時
４０
分
／
安
城
駅
前
七
夕
ス
テ
ー
ジ
）、

民
踊
仮
装
市
中
パ
レ
ー
ド
・
お
い
ら
ん
道
中
 

美
術
博
物
館
の
臨
時
休
館
日
 

き
れ
い
な
ま
ち
宣
言
 

違
法
な
密
猟
か
ら
 

野
鳥
を
守
り
ま
し
ょ
う
 

外
国
産
の
カ
ブ
ト
ム
シ
・
 

ク
ワ
ガ
タ
を
逃
が
さ
な
い
で
 

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に
 

ご
協
力
を
 

お
わ
び
と
訂
正
 

第
４０
回
豊
田
お
い
で
ん
ま
つ
り
 

安
城
七
夕
ま
つ
り
 

広
域
情
報 
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（
午
後
６
時
４０
分
〜
７
時
４５
分
／
七
夕
通
り
）

　

８
月
２
日
貍
　

Ｄ
ａ
ｎ
　

Ｓ
ｐ
ｏ
　

Ａ
ｎ
ｊ
ｏ

（
力
強
い
掛
け
声
と
音
楽
に
乗
っ
て
七
夕
の

街
を
舞
い
踊
る
。
午
前
１０
時
〜
午
後
９
時
／

お
祭
り
ス
テ
ー
ジ
ほ
か
）
、
小
学
校
音
楽
パ

レ
ー
ド
（
午
前
１１
時
１５
分
〜
午
後
０
時
３５
分

／
七
夕
通
り
）
、
打
ち
水
大
作
戦
（
午
後
４

時
３０
分
〜
５
時
／
お
祭
り
広
場
入
口
ほ
か
）

　

８
月
３
日
豸
　

打
ち
水
大
作
戦
（
午
後
４
時

３０
分
〜
５
時
／
安
城
駅
前
七
夕
ス
テ
ー
ジ

ほ
か
）
、
七
夕
ま
つ
り
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ
ツ

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
（
午
後
０
時
３０
分
〜
１

時
／
安
城
駅
前
七
夕
ス
テ
ー
ジ
）
�
　

期
間

中
、
幻
想
的
な
「
短
冊
ロ
ー
ド
と
星
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
お
祭
り
広
場
に
登
場
 

　

安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局
 

（
安
城
商
工
会
議
所
内
） 

　�

0
5
6
6�

７６�

5
1
7
5
 

   　

大
名
行
列
 

�
　

７
月
１９
日
貍
　
午
後
６
時
〜
９
時
　

�

中
心
市
街
地
一
帯
　

�
　

江
戸
時
代
そ
の
ま
ま

の
衣
装
を
ま
と
っ
た
総
勢
２
０
０
人
余
り
の

行
列
が
、
時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
に
市
街
地
を

練
り
歩
き
ま
す
。
 

　

踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！
 

�
　

７
月
２０
日
豸
　
午
後
５
時
〜
８
時
５０
分

�
　

中
心
市
街
地
一
帯
　

�
　

た
く
さ
ん
の
グ

ル
ー
プ
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
踊
り
で

西
尾
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。
 

　

西
尾
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局
 

（
西
尾
市
商
工
課
内
） 

　�

0
5
6
3�

５６�

2
1
1
1
 

   　
安
永
７
（
１
７
７
８
）
年
か
ら
２
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
誇
る
秋
葉
社
の
祭
礼
で
、
愛

知
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

刈
谷
を
代
表
す
る
お
祭
り
で
す
。
若
者
が
武

者
人
形
を
か
た
ど
っ
た
「
万
燈
」
を
担
ぎ
、

笛
と
太
鼓
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
舞
う
勇
壮
な

祭
り
で
、
「
天
下
の
奇
祭
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
初
日
を
「
新
楽
」
、
２
日
目
を
「
本

楽
」
と
い
い
、
新
楽
で
は
若
者
た
ち
が
「
万

燈
」
を
担
い
で
市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま

た
、
本
楽
で
は
秋
葉
社
の
境
内
で
舞
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。
 

�
　

新
楽
／
７
月
２６
日
貍
　
午
後
５
時
２０
分
、

本
楽
／
７
月
２７
日
豸
　
午
後
５
時
３０
分
　

�

秋
葉
社（
刈
谷
市
銀
座
２
丁
目
）・
銀
座
周
辺

�
　

駐
車
場
は
市
営
寺
横
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

　

刈
谷
市
観
光
協
会
 

　�

0
5
6
6�

２３�

4
1
0
0
 

   �
　

７
月
２６
日
貍
　
午
後
２
時
〜
９
時（
荒

天
時
は
２７
日
豸
）
�
　

碧
南
市
役
所
前
道
路

周
辺（
碧
南
市
松
本
町
）
�
▼
元
気
ッ
ス
！

総
踊
り
／
　
１
部
　
午
後
５
時
〜
６
時
３０
分

　

２
部
　

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分
▼
元
気
ッ
ス
！

商
店
街
／
午
後
２
時
〜
９
時（
飲
み
物
や
軽

食
な
ど
の
店
が
並
び
ま
す
）▼
メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
、
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
／
午
後
２
時
〜
８
時

３０
分（
シ
ン
ガ
ー
と
若
者
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

ほ
か
）▼
パ
レ
ー
ド
／
午
後
３
時
３０
分
〜
４

時
３０
分
（
歩
行
者
天
国
で
パ
レ
ー
ド
や
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
�
　

内
容
は
変

更
す
る
場
合
あ
り
。
午
後
３
時
か
ら
一
部
交

通
規
制
あ
り
。
 

　

元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん
実
行
委
員
会
 

（
碧
南
市
役
所
生
活
課
内
）
 

　�

0
5
6
6�

４１�

3
3
1
1

西
尾
ま
つ
り
 

元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん
（
碧
南
市
）
 

万
燈
祭
（
刈
谷
市
）
 

ま
ん
　
ど
　

ま
つ
り
 

は
や
　

し
 

応募方法／はがきに「答」と郵便番
号、住所、氏名、電話番号、年齢、職
業、市政だよりの感想などを記入し、
〒４４４…８６０１　市役所広報広聴課へ。
はがきは１人１枚とし、正解者の中
から５人のかたに図書カードを贈呈。
賞品の発送をもって発表にかえさせ
ていただきます。５月１日号の応募
総数は１０６人でした。 

今回の特集は、 
岡崎戦災復興から○○年 
（7月31日必着） 

5月１日号の答 ： 桜形 

Qui
z

Question問題 

0533-67-6606蒲郡競艇場 

23-6287商工労政課総務班 

※岡崎市では蒲郡競艇の収益金を教育、土木、 
社会福祉などの公共事業に役立てています。 

蒲郡競艇開催日 

ヤクルトカップ 
SG 第１３回オーシャンカップ 
第１０回蒲郡サマーナイト特別 

蒲郡競艇は100％ナイター 

７月１２日貍～１５日貂 

７月２２日貂～２７日豸 

８月１日貊～５日貂 

※祝日は休みです。 

毎週 月・金曜日 

午前１０時～午後０時３０分 

7月の女性相談 

女性相談（要予約） 

予約申込　市民活動総合支援センター 

開催日 

時　間 

場　所 

女性のための法律相談（要予約） 

予約申込　市民活動総合支援センター 

２２日貂、２６日貍 

午後２時～４時 

開催日 

時　間 

�23�6909

�23�6909

市民活動総合支援センター 
（福祉会館５階） 

市民活動総合支援センター 
（福祉会館５階） 

場　所 
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Centro de Assistência para Estrangeiros de Okazaki

Okazaki International Community Center (OICC) 3-4, 3-chôme, Kamimutsuna, Okazaki

市
内
在
住
の
外
国
人
市
民
向
け
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

Tel: 0564－59－2751　　Fax: 0564－59－2795
E-mail: oicc@city.okazaki.aichi.jp

Data & Horário:  6 de Julho (dom) das 13:30 às 15:30hs
Local:  Centro de Assistência para Estrangeiros de Okazaki (OICC)
Taxa de Participação: Gratuita
Público Alvo:  Residentes ou pessoas que trabalham na região de Okazaki. 
Conteúdo do Evento:  Os participantes poderão vestir o famoso Yukata, asisstir a apresentação de Kembu e 

ainda fazer artes com folhas de bambu.  
※Aqueles que desejarem vestir o yukata (próprio ou emprestado), favor fazer a reserva antecipadamente por 
e-mail e comparecer até às 13:00 hs no local do evento. 
Número de Yukatas Disponíveis: 15 peças  (3 peças masculina e 12 peças feminina) 
Taxa de Emprestimo:  1000 ienes (para serviço de lavanderia) 
Atenção:  Devido o local não possuir estacionamento suficiente, pedimos a gentileza 

que compareçam se possívelde transporte urbano .
Informações:  e-mail： exchange_group2008@yahoo.co.jp

（七夕まつり）Festival das Estrelas 2008

  Para que os estrangeiros residentes em Okazaki aprofundem melhor o conhecimento sobre a cultura 
japonesa, a Associação Internacional de Okazaki está sempre atenta as necessidades e curiosidades de 
todos. Desta vez iremos apresentar a dança popular de Okazaki chamada “Gomangoku-Odori”. No dia terão 
intépretes em Inglês, Português e Chinês.
Veja a programação abaixo:
【Data】13 de Julho de 2008 (dom), das 14 às 16 hs.  
【Local】OICC 2F (Sala de Conferência)　【Número de Participantes】20 pessoas
【Taxa de Participação】Gratuita　【Inscrições】As inscrições podem ser feitas de várias maneiras, basta 
enviar um email ou fax com os dados do formulário abaixo ou ligar diretamente para a OICC.
Não perca esta oportunidade!!!

（日本文化教室―五万石おどり―）Eventos Culturais - Gomangoku-Odori

Have you experienced the Japanese Tanabata Festival? The Cultural Exchange Volunteer Group will be 
holding a Tanabata Festival for foreigners. Activities include wearing yukata (summer kimono), Kembu 
(Japanese sword dancing) demonstration, and bamboo craft. All welcome!
When:  Sunday July 6, 13:30-15:30
Where:  Okazaki International Community Center (OICC).
Who:  Open to all foreigners living or working in Okazaki
Cost:  Free!
Enquiries: Cultural Exchange Group: exchange_group2008@yahoo.co.jp
Note:  The number of yukatas available is limited to 3 for men and 12 for women. If you wish to wear 

yukata, please email in advance. 1,000yen to cover the cost of dry cleaning is to be paid by 
participants.

（七夕まつり）Tanabata Festival

The Okazaki International Community Center is hosting a series of cultural events to introduce Japanese 
culture to foreigners. The next event is a Gomangoku-odori dance class. This is a perfect chance to learn 
how to dance Okazaki’s famous dance ‒ Gomangoku-odori ‒ please don’t miss out! There will be interpreters 
for English, Portuguese and Chinese available on the day. Let’s learn the steps and dance together at the 
upcoming Okazaki Summer Festival on August 1!

When:  Sunday July 13, 2008 14:00-16:00
Where:  Okazaki International Community Center (OICC) 2F Conference Room.
Cost:  Free!
Applications: Contact OICC with your name, phone number, email address, sex and nationality. There are 

only 20 places available, so get in quick!
Enquiries:  TEL: 0564-59-2751   FAX: 0564-59-2795   Email: oicc@m3.catvmics.ne.jp

（日本文化教室―五万石おどり―）Okazaki Cultural Event ‒ Gomangoku-odori Dance



夜間急病診療案内 内科・小児科・外科（医師３人体制） 

夜間急病診療所（医師会公衆衛生センター）　・・・・・・・・・・・・・・　�52-1906　 受付時間／午後7時30分～10時30分 

午
前
9
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救急患者のための 

救 急 医 療 機 関 
救急医療機関は、急なケガや病気に
対応するところです。救急以外は、
診療時間内に身近な「かかりつけ医」
「かかりつけ歯科医」で受診しましょう。 

当直医療機関 比較的軽症な患者（外来の処置・投薬により治療ができる）を担当する医療機関です。 

※急な都合により変更される場合がありますので、ご注意ください。 

●救急は・・・・・・・・�119へ 

●重症な患者（専門的・高度な治療を必要とする）を担当する医療機関・・・・・・・・岡崎市民病院　�21-8111

歯
科 

岡崎歯科総合センター（岡崎げんき館北） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・　�21-8000

平日夜間（土曜日含む）／午後7時30分～10時30分 

日曜・休日／午前9時～11時30分　午後1時～3時30分 

受
付
時
間 

●夜間おくすり相談については・・・・岡崎薬剤師会　�090-1833-4554 受付時間／午後8時～翌日午前6時 

●救急医療機関についてのお問い合わせは・・・・・・・・愛知県救急医療情報センター　�21-1133

7月1日（火） 

7月31日（木） 

7月 

7月 7月21日豢 7月27日豸 7月6日豸 7月13日豸 7月20日豸 

7月21日豢 7月27日豸 7月6日豸 7月13日豸 7月20日豸 

さくら調剤薬局 
（六　供） 
�28-5870
こうむら薬局 
（上六名） 
�52-8899
和田薬局 
（六名本） 
�53-3786
ミドリ調剤薬局 
（羽　根） 
�55-9668

ゆうあい薬局 
（北　野） 

�33-6766

スギヤマ薬局　針崎店 
（針　崎） 

�57-1631

アポロ薬局　幸田店 
（幸　田） 

�62-8323

調剤薬局アモス矢作店 
（矢　作） 

�33-1387

中根薬局 
（井　田） 

�21-4635

しらゆり調剤薬局 
（中　町） 

�25-4671

山崎薬局 
（中　町） 

�21-1844

ケーアイ薬局（鴨田本） 
�26-4166

早川調剤薬局（鴨田南） 
�66-0270

テンマ調剤薬局（伝馬） 
�65-7337
ふじ薬局（中田） 
�58-8875

風見調剤薬局（井内） 
�71-3212

アイセイ薬局　中島中町店 
（中　島） 

�57-7033

アポロ薬局　幸田西店 
（幸　田） 

�63-6090

愛知県救急医療情報センター 
（�21-1133）へお問い合わせください。 

葵セントラル病院 
（中　田） 
�53-7815
粟屋医院 
（鴨田本） 
�21-3656
大原内科医院 
（伝馬5） 
�21-0013
寺岡クリニック 
（井　内） 
�58-2500

亀井皮フ科ぬまたクリニック 
（羽　根） 
�53-1128

耳鼻いんこう科嶋田医院 
（鴨田南） 
�24-6555
足立眼科 
（井　田） 
�22-0219

村山医院 
（中島中） 
�43-2027
にいのみ小児科 
（矢　作） 
�31-5230
杉浦内科小児科 
（中町6） 
�25-5400

むらかみ整形外科 
（幸　田） 
�63-2366

野鳥の森皮フ科クリニック 
（竜美旭） 
�72-7555
犬塚耳鼻咽喉科 
（上　里） 
�26-3314
みやした眼科 
（明大寺） 
�57-8166

六ッ美内科クリニック 
（土　井） 
�59-0022

矢田内科循環器科 
（北　野） 
�32-3739
三嶋内科病院 
（六供3） 
�22-3232
ワシミ整形外科 
（久後崎） 
�52-8811

みしま医院 
（康生通南）［泌尿器科も可］ 
�21-1648

三崎町うえじ耳鼻咽喉科 
（三　崎） 
�54-2833

桐渕アイクリニック 
（羽　根） 
�51-1279

細井医院 
（福　岡） 
�51-1325
北野桝塚診療所 
（北　野） 
�34-1001
岸本内科 
（稲　熊） 
�25-1201

竜美ヶ丘整形外科 
（竜美中） 
�54-1515

北野桝塚診療所 
（北　野） 
�34-1001

西山みみ・はな・のどクリニック 
（幸　田） 
�62-8781

小島眼科クリニック 
（十王1） 
�25-5155

こん野ファミリークリニック 
（幸　田） 
�56-1505
中田医院 
（矢　作） 
�31-2728
ごとう内科 
（中町6） 
�25-4650
岡崎共立病院 
（羽　根） 
�55-0660

こうた皮フ科クリニック 
（幸　田） 
�56-1311

水上眼科耳鼻咽喉科 
（暮　戸） 
�33-2111

水上眼科耳鼻咽喉科 
（暮　戸） 
�33-2111
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❶午前10時～正午
❷午後1時30分～3時30分
時間中、随時受付

❶午前10時～11時30分
❷午後1時30分～3時
定員：各回20人
●申込：8/1㈮　午前9時から電話にて受付

午前9時30分～11時
持ち物：帽子、水筒
定員：各日親子10組
●申込：7/18㈮　午前9時から電話にて受付

手でふれて、こころで感じ
て確かめるのがハンズオ
ン・ミュージアム。展示物
をさわったり動かしたり
することで得られる、より
深い気づきや学びが毎日
を豊かにしてくれます！

木の葉型のカードに、あなた
のなまえと由来を書いてポス
トに入れてね。みんなの葉っ
ぱがあつまってできる『なま
えの木』がワンダー５の展示
作品になるよ。こどもから大
人まで、みんなの参加をまっ
ています！

館内受付で募集中！

みんなが住むのはどん
な町
？く
らし

や
仕
事
の
楽
し
さ
発
見
。

地球
の
上
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
。見
て
ふ

れて、自然を感じよう。

太

陽系から宇宙のはて、時間のは
じま
りま
で。

キミ
は
な
に
を
想
像
す
る
か
な
？

わたしの体をつくるもの。体のパ
ワー
って

すご
い
な
。

受
精
卵
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
ま
で
。わ
た
し
はどこからきたのかな？

㈰㈯
開館時間：午前9時～午後5時30分（入館は5時まで）　休館日：7/14㈪、8/18㈪

入場料　大人（16歳以上）300円（240円）　小中学生100円（80円） （　）内は20人以上の団体

岡町字鳥居戸１番地１　で53ひ3511
※市内の小中学生は無料（わくわくカードまたは生徒手帳提示）※各種障害者手帳所持者と、その付添者は無料（各種手帳提示）

岡崎市役所

で23ひ6495 23ひ6262FAX で23ひ6028
23ひ6950FAX岡崎市ホームページ http://www.city.okazaki.aichi.jp 広報広聴課

市政へのご意見・ご提案などは〒444-8601 岡崎市十王町2丁目9番地／ 編集・発行  広報広聴課　月2回（１日・15日）発行




